
巻
頭
言
囲
ペ
ン
ネ
ー
ム

“
い
と
し
の
ス
ー
さ
ん
"
の
頃

北
九
州
市
長

末
吉
與
一
1

特
集
/
過
疎
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

国
±
庁
地
方
振
興
局
過
疎
対
策
室

3

過
疎
地
域
の
市
町
村
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
局
市
町
村
道
室
6

新
過
疎
法
の
施
行
に
伴
う
市
町
村
道
整
備
に
つ
い
て

道
路
局
市
町
村
道
室

9

脚
地
域
の
実
例
皿

過
疎
代
行
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

岩
手
県
江
刺
市
長
及
川
勉

惚

県
代
行
産
山
田
尻
線
道
路
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

熊
本
県
-
の
宮
土
木
事
務
所

溜
渕
明

笹

道
路
占
用
許
可
申
請
書
の
様
式
の
統
一
道
路
局
路
政
課
長
補
佐

坂
口
正
芳

卸

立
体
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
駐
車
場
整
備
(
□
)

社
団
法
人
高
層
住
宅
管
理
業
協
会

乾

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
業
務
第
-
課
長
代
理

矢
沢
勝
生

第

｢道
の
日
｣
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課

50

囮
法
令
ニ
ュ
ー
ス
圏
｢道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
｣
お
よ
び

｢
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定

l 本誌の掲載文は、 執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 したがって意地こわたる部分は個人の見 !
l 解です。 また肩書等は原稿執筆時および座談会等実施時のものです。

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
L
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会

52

-シ
リ
ー
ズ
圏
日
本
の
道
100
選
よ
り

一

団
霊
場
高
野
山
へ
の
道
(九
度
山
町
-
高
野
町
)

和
歌
山
県

厨

一
連
載
皿
共
同
溝
紹
介
一

道路行政セミナ日
中
部
地
建
管
内
の
共
同
溝
整
備
に
つ
い
て

中
部
地
方
建
設
局
道
路
管
理
課
長

加
藤
哲
司

卸

圏
道
路
行
政
の
動
き

5



過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

醐
黛
鬮
週
轢
地
域
幅
襁
艀
る
遭
難
整
備

国
土
庁
地
方
振
興
局
過
疎
対
策
室

高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
深
刻
化
し
た
過
疎
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
五
年
に
過
疎
地
域
対
策

緊
急
措
置
法
が
、
さ
ら
に
昭
和
五
五
年
に
過
疎
地
域

振
興
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
総
合
的
、
計
画
的

な
過
疎
対
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
結
果
、

過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
率
は
低
下
し
、

市
町
村
に
お
け
る
基
礎
的
公
共
施
設
の
整
備
が
進
む

な
ど
、
今
迄
の
過
疎
対
策
は
着
実
に
そ
の
成
果
を
挙

げ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
市
町
村
の
約
三
分
の
一
、
全
国
土

面
積
の
約
半
分
を
占
め
る
多
く
の
過
疎
地
域
に
お
い

て
は
、
人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴
っ
て
地
域
の
活
力

が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
況
に
あ

ろ
●。こ
の
よ
う
な
現
況
に
か
ん
が
み
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
観
点
に
立
っ
て
、
昭
和
五
五
年
に
制

定
さ
れ
た
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
が
平
成
二
年

三
月
三
一
日
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新

た
に
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
は
、
人
口
の
著
し

い
減
少
に
伴
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下

し
、
生
産
機
能
お
よ
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が
他
の

地
域
に
比
較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
福
祉
の
向
上
、

雇
用
の
増
大
お
よ
び
地
域
格
差
の
是
正
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
法
は
、
今
国
会
に
衆

議
院
地
方
行
政
委
員
長
に
よ
り
提
案
さ
れ
ト
全
会
一

致
で
成
立
し
、
三
月
三
一
日
に
公
布
、
翌
四
月
一
日

に
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
ー

過
疎
地
域
の
範
囲

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
減
少
率
が
昭
和

三
五
年
か
ら
昭
和
六
〇
年
ま
で
の
二
五
年
間
に
二
五

%
以
上
、
又
は
人
口
減
少
率
が
二
0
%
以
上
で
高
齢

者
比
率
が
一
六
%
以
上
、
又
は
人
口
減
少
率
が
二
〇

%
以
上
で
若
年
者
比
率
が
一
六
%
以
下
の
地
域
で
、

か
つ
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
昭
和
六
三
年
度
の
平
均

財
政
力
指
数
が
○
･
四
四
以
下
の
市
町
村
の
区
域
と

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
り
新
た
に
人
口
減
少
率
等
の
人
口
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
点
に
お
け
る
直
近
三
年
度
の
平
均
財
政
力
指
数

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
の
概
要

うJ



が
○
･
四
四
以
下
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
過
疎
地
域

第
4

過
疎
地
域
活
性
化
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別

の
市
町
村
と
し
て
追
加
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

措
置

る
。

0

国
の
負
担
又
は
補
助
の
特
例

第
2

過
疎
地
域
活
性
化
対
策
の
目
標

新
た
な
過
疎
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

に
お
け
る
創
意
工
夫
を
尊
重
し
、
産
業
基
盤
の
整
備
、

観
光
の
開
発
等
に
よ
る
産
業
の
振
興
及
び
雇
用
の
増

大
、
交
通
施
設
及
び
通
信
施
設
等
の
整
備
に
よ
る
交

通
通
信
連
絡
の
確
保
、
生
活
環
境
の
整
備
及
び
高
齢

者
の
福
祉
の
増
進
等
に
よ
る
住
民
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
、
基
幹
集
落
の
整
備
等
に
よ
る
地
域
社
会

の
再
編
成
の
促
進
を
目
標
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
国
に
お
い
て
必
要
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

第
3

過
疎
地
域
活
性
化
の
計
画
的
な
推
進

過
疎
地
域
活
性
化
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
が
内
閣
総
理
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
過
疎
地
域
活
性
化
方
針
に
基
づ

き
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
過
疎
地
域

活
性
化
計
画
を
策
定
し
、
相
互
に
緊
密
な
連
携
に
よ

り
過
疎
地
域
活
性
化
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
講
じ
ら
れ
て
き
た
小
中
学
校
の
統
合
の

た
め
の
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
、
保
育
所
及
び
消
防

施
設
に
対
す
る
補
助
負
担
率
の
嵩
上
げ
措
置
等
は
す

べ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。

②

過
疎
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
方
債

こ
れ
ま
で
対
象
と
さ
れ
て
い
た
市
町
村
道
等
の
市

町
村
の
基
礎
的
公
共
施
設
の
整
備
事
業
等
に
加
え
、

新
た
に
次
の
事
業
に
つ
い
て
対
象
の
拡
大
が
図
ら
れ

て
い
る
。
①

市
町
村
及
び
公
共
的
団
体
が
主
な
構
成
員

と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
地
場
産
業
に
係
る

事
業
又
は
観
光
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
事
業
を
行
う
も
の
へ
の
出
資

②

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
必
要
な
市
町

村
道
並
び
に
受
益
地
又
は
利
用
区
域
の
面
積

が
一
定
規
模
以
上
の
農
道
及
び
林
道

(基
幹

作
業
道
を
含
む
。)

③

港
湾

④

地
場
産
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
市
町

村
又
は
公
共
的
団
体
が
運
営
す
る
生
産
施
設
、

加
工
施
設
及
び
流
通
販
売
施
設

⑤

高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
、

老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か

高
齢
者
の
各
種
生
き
が
い
施
設
等
、
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
の
状
況
か
ら
市
町
村
に
お
い

て
特
に
整
備
を
要
す
る
施
設

⑥

下
水
処
理
の
た
め
の
施
設
や
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
等
難
視
聴
解
消
の
た
め
の
電
気
通
信

に
関
す
る
施
設

第
5

過
疎
地
域
活
性
化
の
た
め
の
そ
の
他
の
特
別

措
置

節

基
幹
道
路
の
整
備

市
町
村
道
、
農
林
道
等
の
都
道
府
県
に
よ
る
代
行

整
備
制
度
を
引
き
続
き
講
ず
る
と
と
も
に
、
地
域
の

経
済
社
会
の
広
域
化
に
対
応
し
、
新
た
に
過
疎
地
域

と
そ
の
他
の
地
域
を
連
絡
す
る
市
町
村
道
、
農
林
道

等
に
つ
い
て
も
代
行
整
備
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

②

高
齢
者
の
福
祉
の
増
進

高
齢
化
の
著
し
い
進
展
に
対
処
す
る
た
め
、
新
た

に
介
護
支
援
機
能
、
居
住
機
能
等
を
総
合
的
に
有
す

る
小
規
模
の
複
合
型
施
設

(過
疎
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
(仮
称
))
の
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
て
い

ろ
↓。③

金
融
措
置

産
業
の
振
興
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
講
じ
ら
れ
て
き
た
農
林
漁
業
や
中
小
企
業
等
に

対
す
る
特
別
措
置
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
農
林
漁

業
金
融
公
庫
に
お
い
て
は
経
営
改
善
資
金
貸
付
制
度

過疎地域活性化特別措置法について



の
拡
充
が
図
ら
れ
、
中
小
企
業
に
対
す
る
資
金
の
貸

付
に
お
い
て
は
中
小
企
業
事
業
団
の
高
度
化
融
資
事

業
に
お
け
る
貸
付
条
件
の
優
遇
措
置
等
が
創
設
さ
れ

て
い
る
。

燭

税
制
措
置

製
造
業
を
中
心
と
し
た
優
遇
措
置
を
引
き
続
き
講

ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
産
業
の
振
興
、
雇

用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
た
に
宿
泊
施
設
、
集
会

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
も
税
制
上
の
特
例

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
6

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
一
〇
年
後
の
平
成
三

年
三
月
三
一
日
限
り
で

そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
過
疎

地
域
振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
過
疎
地
域
で
あ
っ

た
市
町
村
の
う
ち
、
本
法
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
に
対
し
て
は
、
五
年
間
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行

が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
市
町
村
道
等
の
都
道
府
県

に
よ
る
代
行
整
備
等
に
つ
い
て
経
過
的
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

圏遭難箒靭の醐巷囮

大阪モノレール開通 千里中央~ 南茨木間6.6km開業

道路審議会基本政策 0 駐車場整備の基本的考え方【0 駐車場整備の基本的考え方について

0 道路交通環境整備懇談会報告について

o 第二束名 ･名神の基本的考え方について

立

間

一
公

成

区
の

令

算

定
令
政

予

指

政

る

度

の

る

す

年

道

す

正

2

国
定
改

会

成

般
指
を

聽

平

一
を

都

布

5 路線について、新規に編入。 6月14日施行。

(平成 2 年 5月中旬~ 6月中旬)

5 ,30 石川県道路公社設立 能登海浜道路など4 路線を建設 ･管理



過
疎
地
域
⑭
市
町
村
週
⑭

醐
黛
鬮
週
廉
地
贓
幅
総
捗
る
遭
離
離
醐

整
備
状
況
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
市
町
村
道
室

は
じ
め
に

過
疎
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、｢過
疎
地
域

対
策
緊
急
措
置
法
｣
(昭
和
四
五
年
度
-
昭
和
五
四
年

度
)、
｢過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
｣
(昭
和
五
五
年

度
j
平
成
元
年
度
)
の
中
で
、
市
町
村
道
の
整
備
に

つ
い
て
都
道
府
県
の
代
行
制
度
を
導
入
す
る
等
の
措

置
に
よ
り
ト
そ
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
下
市
町
村
道
を
中
心
に
、
過
疎
地
域
の
道
路
整

備
状
況
、
代
行
事
業
の
実
績
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
過
疎
地
域
の
概
況

道
路
整
備
事
業
費

(平
成
元
年
度
)
を
表
1
に
示
す
。

過
疎
地
域
は
人
口
こ
そ
全
国
の
六
･
九
%
に
過
ぎ
な

い
が
、
市
町
村
数
で
は
全
国
の
三
五
･
七
%
、
地
方

道
延
長
で
も
全
体
の
二
二
･
五
%
を
占
め
て
い
る
。

二

過
疎
地
域
の
市
町
村
道
の
整
備
状
況

過
疎
地
域
の
市
町
村
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、

全
国
と
比
較
す
る
形
で
表
2
に
示
す
。

1

改
良
率

過
疎
地
域
の
市
町
村
道
の
改
良
率
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
昭
和
四
六
年
度
末
で
は
九
･
一
%
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
六
二
年
度
末
で
は
三
六
･
五
%
に
な
っ
て
お
り
、

一
七
年
間
で
約
四
倍
に
飛
躍
的
に
伸
び
て
お
り
、
全

国
で
の
伸
率
二
･
六
一
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

平
成
元
年
度
で
期
限
切
れ
と
な
っ
た
過
疎
地
域
振

興
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
過
疎
地
域
の
人
口
、
面
積
、

表 1 過疎地域と全国の比較

区 分 全 国 過疎地域 割 合

元年度道路整備事業費

(都道府県道･市町村道)
円

O

億

鋸鵡
円

3

億

即み
%

2褓
地方道総延長
(都道府県道 ･市町村道)

痂
340

如
鞘郷 痰市町村数

( H 元
,
4
,
1 現在) 総 蔚 鰡
口
調咽

人

@ 軟
鱒
執
拗 “

面 積 嬬
鰍

如
狙協 鰡



全
国
水
準
と
比
較
す
る
と
、
昭
和
四
六
年
度
末
で

全
国
の
五
八
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
六
二
年
度

末
に
は
八
九
%
ま
で
そ
の
水
準
が
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
着
実
に
そ
の
水
準
は
全
国
レ
ベ
ル
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
。

表 2 過疎地域における市町村道の整備状況
(% )

年 度
改 良 率 舗 装 率

過疎地域 全 国 過疎地域 全 国

46年度末 9
,
1 照 第 第

50年度末 14 2 即 鵬 鴉
62年度末 36

,
5 狙 焉 礪

2

舗
装
率

過
疎
地
域
の
市
町
村
道
の
舗
装
率
に
つ
い
て
も
、

改
良
率
同
様
そ
の
道
路
整
備
が
着
実
に
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
デ
ー
タ
に
表
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
六
年

度
末
で
は
二
･
五
%
で
あ
っ
た
舗
装
率
が
、
昭
和
六

二
年
度
末
で
は
五
一
･
五
%
に
な
っ
て
お
り
、
約
二

〇
倍
に
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
水
準

と
比
較
す
る
と
、
昭
和
四
六
年
度
末
で
全
国
の
二
六

%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
昭
和
六
二
年
度
末
で

八
四
%
と
全
国
の
水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

改
良
率
、
舗
装
率
と
も
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
特

別
立
法
等
の
支
援
措
置
に
よ
り
着
実
に
改
善
さ
れ
て

き
た
と
い
え
る
が
、
未
だ
全
国
水
準
の
九
割
弱
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
都
道
府
県
の
代
行
制
度
等
を
活
用

し
、
よ
り
一
層
の
整
備
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

三

都
道
府
県
の
代
行
事
業
等
の
実
績

1

平
成
元
年
度
の
代
行
事
業
等
の
状
況

過
疎
地
域
の
代
行
事
業
の
こ
こ
数
年
の
実
績
を
、

他
の
代
行
事
業
と
比
較
す
る
形
で
表
3
に
示
す
。

平
成
元
年
度
の
過
疎
代
行
事
業
は
、
事
業
費
二
三
、

七
〇
三
百
万
円
、
実
施
市
町
村
数
二
七
九
市
町
村
、

実
施
箇
所
数
三
〇
九
箇
所
で
実
施
し
て
お
り
、
市
町

村
道
事
業
費

(臨
時
交
付
金
を
除
く
)
の
約
一
0
%

を
占
め
て
い
る
。

2

代
行
事
業
の
過
年
度
の
実
績

昭
和
四
五
年
に
制
定
さ
れ
た

｢過
疎
地
域
対
策
緊

急
措
置
法
｣
以
来
制
度
化
さ
れ
た
代
行
事
業
の
実
績

を
表
4
に
示
す
。

旧
法
で
あ
る
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
過
疎
地
域
の
基
幹
的
な
市
町
村
道
の
都
道
府
県
に

よ
る
代
行
整
備
は
、
昭
和
五
五
年
度
か
ら
平
成
元
年

表 3 過年度事業の実績

区 分
59 年 度 60 年 度 61 年 度 62 年 度 63 年 度 元 年 度

識A
箇所数 醸B

箇所数 仏Rし 事箇所数 第鮮箇所数閲 群事 箇所数勘事 箇所数班
行
行
行
行

)
代
代
代
代
効
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疎
村
豪
島
葡

(
過
山
特
半
↑

第

34
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"
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鮪
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17

鋭
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れ

35
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鋭

‐
962

にU
QJ
14
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06
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館
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"
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23
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妙
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“
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“

一
節

蘂
鸚
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硼
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層
そ
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

建
設
省
で
は
平
成
二
年
度
に
お
い
て
も
、
都
道
府

県
道
、
市
町
村
道
を
含
め
た
事
業
費
三
、
一
三
ニ
九
億

円

(対
前
年
度
比
一
･
0

=

を
も
っ
て
、
過
疎
地

域
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
新

し
い
過
疎
法
に
基
づ
く
代
行
制
度
を
活
用
し
、
一
層

の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

度
ま
で
の
一
〇
年
間
で
四
八
一
市
町
村
、
六
二
三
路

線
、
整
備
延
長
八
七
二
如
、
事
業
費
一
、
九
〇
七
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
五
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
ま
で
二

〇
年
間
で
は
、
一
、
0
七
三
市
町
村
、
一
、
三
三
四

路
線
、
整
備
延
長
一
、
八
六
二
m
、
事
業
費
二
、
七

四
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

過
疎
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
二
〇

年
間
に
飛
躍
的
に
そ
の
整
備
が
進
ん
だ
も
の
の
、
未

だ
全
国
レ
ベ
ル
の
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
よ
り
一

表 4 過疎代行事業全体の実績

事 業 費 実施路線数 施
撒
実
細

長

)
延

れ
離
(

45 ~ 54 8
,
400 m 592 ･鰊

55 ~ 元 190,
731 解 481

捌計 274
,
730 躍 嬬 彎

過疎地域の市町村蓮の整備状況について為ぶ狗羞" 為為章為章為章ぶ為参参バ麹バ淹ぷ為為章ぶ発ぶ狗希淹章義声が褒章バ為章ざ彰為



新
過
疎
溝
⑭
施
行
噂
伴
う

轉
黛
鬮
週
藁
地
蹴
に
襁
漸
る
遭
幽
霊
備

市
電
糒
週
整
備
に
つ
い
て建設

省
道
路
局
市
町
村
道
室

は
じ
め
に

過
疎
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
二
年
三
月

三
一
日
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
過
疎
地
域
振
興

特
別
措
置
法

(以
下

｢旧
過
疎
法
｣
と
い
う
)
に
か

わ
り
、
一
〇
年
の
時
限
立
法
と
し
て
過
疎
地
域
活
性

化
特
別
措
置
法

(以
下

｢新
過
疎
法
｣
と
い
う
)
が

平
成
二
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

新
過
疎
法
は
、
旧
過
疎
法
の
内
容
の
単
純
延
長
で

は
な
く
、
よ
り
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
内
容
に
各
種
拡
充
が
図
ら

れ
て
い
る
。

今
回
は
、
新
過
疎
法
の
市
町
村
道
事
業
に
か
か
わ

る
内
容
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
新
過
疎
法
に
基
づ
く各
種
計
画
の
調
整

旧
過
疎
法
と
同
じ
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
で
、
新
過
疎

法
に
お
い
て
も
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
過
疎
地
域

の
活
性
化
の
大
綱
で
あ
る
過
疎
地
域
活
性
化
方
針
及

び
そ
の
方
針
を
受
け
て
の
都
道
府
県
計
画
を
、
市
町

村
に
お
い
て
は
市
町
村
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

都
道
府
県
計
画
等
で
策
定
す
る
内
容
と
し
て
は
、

交
通
通
信
体
系
の
整
備
等
道
路
事
業
に
直
接
的
あ
る

い
は
間
接
的
に
関
連
す
る
事
項
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
本
省
関
係
課

と
連
絡
を
図
り
つ
つ
、
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
建
設
経
済
局
長
･
都
市
局
長
･
道
路
局
長

通
達

(過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴

う
建
設
省
所
管
道
路
事
業
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ

い
て
)
に
よ
り
、
道
路
事
業
は
も
と
よ
り
建
設
省
所

管
事
業
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
建
設
省
関
係

課
と
所
要
の
調
整
を
図
る
べ
く
都
道
府
県
に
対
し
て

指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

都
道
府
県
の
代
行
制
度
の
拡
充

1

代
行
制
度
の
概
要

過
疎
地
域
の
振
興
を
図
る
上
で
重
要
な
施
策
は
、

地
域
間
交
流
の
拡
大
で
あ
り
、
過
疎
地
域
と
近
隣
の

中
心
都
市
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
国
県
道
等
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
新
過
疎
法
で
は
、
基
幹
的
な
市
町
村

道
の
代
行
制
度
を
拡
充
し
、
過
疎
地
域
内
に
加
え
て
、

参参参為参参参参為物章章章参参為



過
疎
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
を
連
絡
す
る
市
町
村
道

に
つ
い
て
新
た
に
代
行
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

建
設
大
臣
が
過
疎
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
を

連
絡
す
る
基
幹
的
な
市
町
村
道
を
基
幹
道
路
と

し
て
指
定
す
る
。
こ
の
指
定
行
為
は
、
都
道
府

県
の
申
請
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、

建
設
大
臣
が
自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
う
も

の
で
あ
る
。

〔指
定
例
〕

過
疎
地
域
と
最
寄
の
国
県
道
等

の
主
要
な
道
路
を
連
絡
す
る
基
幹

的
な
市
町
村
道

②

基
幹
道
路
と
し
て
指
定
し
た
過
疎
地
域
内
と

そ
の
他
の
地
域
を
結
ぶ
市
町
村
道
を
国
庫
補
助

事
業
と
し
て
採
択
し
、
都
道
府
県
過
疎
地
域
活

性
化
方
針
、
都
道
府
県
計
画
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
を
市
町
村
に
か
え
て
事
業
主
体
と
し
て
、

代
行
制
度
の
対
象
と
し
て
そ
の
整
備
の
促
進
を

図
る
。

基
幹
道
路
の
指
定
そ
の
も
の
は
建
設
大
臣
の
独
自

の
判
断
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
が

代
行
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
基
本
的
に
都
道
府
県

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る

点
は
留
意
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

2

基
幹
道
路
の
指
定
要
件

新
過
疎
法
等
に
見
ら
れ
る
都
道
府
県
の
代
行
制
度

は
、
財
政
力
の
乏
し
い
市
町
村
を
救
済
す
る
措
置
で

あ
る
が
、
一
方
そ
の
財
政
的
な
負
担
は
都
道
府
県
が

す
る
こ
と
と
な
り
、
過
疎
地
域
の
市
町
村
す
べ
て
を

代
行
制
度
で
都
道
府
県
が
整
備
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

逆
に
都
道
府
県
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
代
行
制
度
の
対
象
と
な
る
市
町
村
道

に
つ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
･
振
興
を
図
る
上
で
特

に
重
要
な
路
線
に
限
定
し
て
お
り
、
建
設
大
臣
が
指

定
す
る
基
幹
道
路
に
つ
い
て
そ
の
要
件
を
通
達
に
よ

り
定
め
て
い
る
。
新
過
疎
法
の
施
行
に
伴
う
基
幹
道

路
の
指
定
要
件
は
、
旧
過
疎
法
の
際
と
同
様
、
概
ね

幹
線
一
級
市
町
村
道
の
選
定
基
準

(昭
和
五
五
年
三

月
一
八
日
建
設
省
道
地
発
第
一
八
号
地
方
道
課
長
通

達

｢幹
線
一
級
及
び
二
級
市
町
村
道
の
選
定
に
つ
い

て
｣)を
考
慮
し
て
定
め
て
い
る
。
な
お
旧
過
疎
法
と

の
相
違
点
は
、
過
疎
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
を
結
ぶ

道
路
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

3

経
過
措
置

新
過
疎
法
の
施
行
に
伴
い
、
旧
過
疎
法
で
は
過
疎

市
町
村
で
あ
っ
た
が
新
過
疎
法
で
は
過
疎
市
町
村
と

な
ら
な
い
い
わ
ゆ
る
過
疎
を
卒
業
し
た
市
町
村
が
一

〇
三
市
町
村
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市
町
村
の
中
に

ま
、
旧
過
疎
法
に
基
づ
き
代
行
事
業
の
事
業
中
の
路

線
が
あ
り
、
新
過
疎
法
で
は
過
疎
市
町
村
で
は
な
い

た
め
代
行
事
業
が
実
施
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
新
過
疎
法
に
お
い
て
は
、

経
過
措
置
と
し
て
旧
法
に
基
づ
き
代
行
事
業
を
実
施

し
て
い
る
路
線
で
、
平
成
二
年
三
月
三
一
日
現
在
に

お
い
て
完
了
し
て
い
な
い
も
の
は
、
平
成
七
年
三
月

三
一
日
ま
で
旧
過
疎
法
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
、

代
行
事
業
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
特
別
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

三

過
疎
債
に
つ
い
て

市
町
村
道
の
整
備
に
あ
た
り
、
財
政
力
の
乏
し
い

市
町
村
を
助
成
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
特
別
な
起
債

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
過
疎
法
で
は
そ
の

対
象
と
な
る
市
町
村
道
の
要
件
が
拡
大
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

集
落
と
集
落
、
集
落
と
公
共
施
設
を
結
ぶ
市

町
村
道

(継
続
)

②

生
産
加
工
団
地
、
流
通
団
地
そ
の
他
の
産
業

の
振
興
に
資
す
る
施
設
と
集
落
又
は
公
共
施
設

を
結
ぶ
市
町
村
道

(新
規
)

②
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
過
疎
債
の
対
象
と
な
っ

た
も
の
で
、
①
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生
活
基
盤
と

し
て
の
市
町
村
道
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

産
業
基
盤
を
支
援
す
る
市
町
村
道
に
対
し
て
起
債
措

置
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

新過疎法の施行に伴う市町村道整備について バ為バ彰バ為バ彰



四

お
わ
り
に

地
域
の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の
み

な
ら
ず
、
周
辺
の
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
振
興
施
策

経
事
発
第
五
〇
号

都
政
発
第
三
六
号

都
地
発
第
二
五
-

-
号

平
成
二
年
六
月

一
三
日

建
設
省
建
設
経
済
局
長

建
設
省
都
市
局
長

建
設
省
道
路
局
長

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴

う
建
設
省
所
管
道
路
事
業
等
に
関
す
る
取
扱

い
に
つ
い
て

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法

(平
成
二
年
法
律
第

一
五
号
。
以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
の
施
行
に
つ
い
て

は
、
さ
き
に
国
土
事
務
次
官
よ
り
平
成
二
年
四
月
二
三

日
付
け
二
国
地
総

(過
)
第
三
四
号
を
も
っ
て
各
都
道

府
県
知
事
あ
て
通
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
省

所
管
の
道
路
事
業
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
下
記
の
と

お
り
取
扱
い
を
定
め
た
の
で
、
遺
憾
の
な
い
よ
う
措
置

さ
れ
た
い
。

な
お
、
貴
管
下
関
係
市
町
村
長
に
対
し
て
は
、
貴
職

か
ら
通
知
さ
れ
た
い
。

コし--三口

1

活
性
化
方
針
等
の
作
成
に
つ
い
て

活
性
化
方
針
(法
第
五
条
)、
市
町
村
計
画
(法
第
六

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
基
盤
と

れ
た
措
置
は
こ
の
よ
う
な
点
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

な
る
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て
も
、
地
域
間
の
交
流
の

り
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
、
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
も
の
で
な

る
も
の
で
あ
り
、
当
該
措
置
の
積
極
的
な
活
用
を
期

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
過
疎
法
で
新
た
に
盛
り
込
ま

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
)
及
び
都
道
府
県
計
画

(法
第
七
条
)
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
新
地
方
生
活
圏
計
画
等
と
整
合
を
図
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
、
当
該
過
疎
地
域
の
全
部
又
は
一
部
が
都
市
計

画
区
域
で
あ
る
と
き
は
、
都
市
計
画
と
の
適
合
を
図
る

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
過
疎
地
域
に
係
る
都
市

計
画
区
域
に
お
い
て
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区

域
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
市

街
化
区
域
又
は
市
街
化
調
整
区
域
の
整
備
、
開
発
又
は

保
全
の
方
針
と
の
関
連
に
特
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す

める
oな

お
、
活
性
化
方
針
、
市
町
村
計
画
及
び
都
道
府
県

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
向
う
五
箇
年

(平
成
二

年
度
j
平
成
六
年
度
)
内
に
実
現
可
能
な
も
の
を
対
象

と
す
る
こ
と
と
す
る
。

2

基
幹
道
路
の
指
定
に
つ
い
て

建
設
大
臣
の
指
定
す
る
基
幹
道
路

(法
第
一
四
条
第

一
項
)
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
市
町
村
道

(過
疎
地

域
と
そ
の
他
の
地
域
を
連
絡
す
る
道
路
も
含
む
。)
の
う

ち
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
か
ら
当
該
都
道

府
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
指
定
す
る
も
の

と
す
る
。

の

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
幹
線
街
路

②

主
要
集
落

(戸
数
五
〇
戸
以
上
)
と
こ
れ
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
主
要
集
落
と
を
連
絡
す
る
道
路

③

主
要
集
落
と
主
要
交
通
流
通
施
設
、
主
要
公
益

的
施
設
又
は
主
要
な
生
産
施
設
と
を
連
絡
す
る
道

路
印

主
要
交
通
流
通
施
設
、
主
要
公
益
的
施
設
、
主

要
な
生
産
施
設
又
は
主
要
な
観
光
地
相
互
に
お
い

て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
と
を
連
絡
す
る
道

路
⑤

主
要
集
落
、
主
要
交
通
流
通
施
設
、
主
要
公
益

的
施
設
又
は
主
要
な
観
光
地
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
幹
線
一
級
市
町

村
道
を
連
絡
す
る
道
路

@

大
都
市
及
び
地
方
の
振
興
開
発
又
は
整
備
の
た

め
に
必
要
な
道
路



経
事
発
第
五
一
号

都
街
発
第
二
二
号

適
地
発
第
二
五
ー
二
号

平
成
二
年
六
月
一
三
日

知
事

殿

建
設
省
建
設
経
済
局
事
業
調
整
官

建
設
省
都
市
局
街
路
課
長

建
設
省
道
路
局
地
方
道
課
長

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て

建
設
省
所
管
の
道
路
事
業
等
を
施
行
す
る
場

合
の
取
扱
い
要
領
に
つ
い
て

過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法

(平
成
二
年
法
律
第

一
五
号
。
以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
の
施
行
に
伴
う
建
設

省
所
管
道
路
事
業
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
平
成
二
年

月

日
付
け
建
設
省

発
第

号
、
建
設
省

発
第

号
及
び
建
設
省

発
第

号

｢過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
建

設
省
所
管
道
路
事
業
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
｣

(建
設
省
建
設
経
済
局
長
、
都
市
局
長
及
び
道
路
局
長

通
達
。
以
下
｢連
名
局
長
通
達
｣
と
い
う
。)
で
通
達
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
、
そ
の
取
扱
い
要
領
を

下
記
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

遺
憾
の
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
た
い
。

な
お
、
貴
管
下
関
係
市
町
村
長
に
対
し
て
は
、
貴
職

か
ら
通
知
さ
れ
た
い
。

　　
　　　　　

1

活
性
化
方
針
等
の
作
成
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
が
法
第
五
条
に
よ
る
活
性
化
方
針
を

定
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
法
第
六
条
に
よ
る
市
町
村
計

画
策
定
の
協
議
に
よ
り
当
該
市
町
村
を
指
導
し
よ
う
と

す
る
と
き
及
び
法
第
七
条
に
よ
る
都
道
府
県
計
画
を
定

め
よ
う
と
す
る
と
き
に
お
い
て
、
貴
職
に
お
か
れ
て
は

国
土
事
務
次
官
通
達

(平
成
二
年
四
月
二
三
日
付
け
二

国
地
総

(過
)
第
三
一
号
)
記
第
2
の
1
の
○
基
本
的

事
項
②
産
業
の
振
興
の
う
ち
①
及
び
③
か
ら
⑥
ま
で
、

③
交
通
通
信
体
系
の
整
備
の
う
ち
①
か
ら
④
ま
で
、
@

生
活
環
境
の
整
備
の
う
ち
①
及
び
②
、
の
教
育
文
化
の

振
興
の
う
ち
①
及
び
②
③
集
落
の
整
備
、
5
の
①
基
本

的
な
事
項
、
②
産
業
の
振
興
③
交
通
通
信
体
系
の
整
備

国
生
活
環
境
の
整
備
、
の
教
育
文
化
の
振
興
、
③
集
落

の
整
備
、
⑨
そ
の
他
地
域
の
活
性
化
に
関
し
必
要
な
事

項
及
び
6
の
○
基
本
的
な
事
項
②
産
業
の
振
興
③
交
通

通
信
体
系
の
整
備
④
生
活
環
境
の
整
備
の
教
育
文
化
の

振
興
⑧
集
落
の
整
備
団
そ
の
他
地
域
の
活
性
化
に
関
し

必
要
な
事
項
⑩
過
疎
地
域
の
市
町
村
に
対
す
る
前
記
○

か
ら
⑨
ま
で
の
事
項
に
係
る
行
財
政
上
の
援
助
に
係
る

事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
建
設
省
関
係
各
課
と
連

絡
の
上
所
要
の
調
整
を
図
る
こ
と
。

2

基
幹
道
路
の
指
定
に
つ
い
て

連
名
局
長
通
達
記
2
の
基
幹
道
路
の
指
定
に
係
る
用

語
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

○

｢主
要
集
落
｣
と
は
、
生
活
上
最
も
密
接
に
協
同

し
あ
っ
て
い
る
世
帯
の
集
団
及
び
住
宅
団
地
で
戸

数
五
〇
戸
以
上
の
集
落
を
い
う
。

②

｢主
要
交
通
流
通
施
設
｣
と
は
港
湾
、
漁
港
、
飛

行
場
、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
の
停
車
場

(停
留

所
)、
高
速
自
動
車
国
道
の
バ
ス
停
車
場
、
卸
売
市

場
、そ
の
他
流
通
業
務
の
た
め
に
必
要
な
施
設
(例

え
ば
工
業
団
地
、
中
小
企
業
団
地
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

団
地
等
)
を
い
う
。

③

｢主
要
公
益
的
施
設
｣と
は
、
主
要
な
教
育
施
設

(学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校

(計

画
中
の
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
盲
学
校
、

ろ
う
あ
学
校
、
養
護
学
校
及
び
幼
稚
園
を
い

う
。)、
医
療
施
設
、
官
公
庁
施
設
、
購
買
施
設
(百

貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
農
協
等
の
販
売
、

購
買
等
の
施
設
及
び
生
協
等
を
い
う
。)
及
び
そ
の

他
の
施
設
で
地
域
に
お
け
る
共
同
の
福
祉
又
は
利

便
の
た
め
に
必
要
な
も
の

(例
え
ば
老
人
ホ
ー
ム
、

精
薄
施
設
、
じ
ん
あ
い
処
理
場
、
葬
儀
場
、
総
合

運
動
場
、
国
民
宿
舎
)
を
い
う
。

燭

｢主
要
な
生
産
施
設
｣
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。

の

一
事
業
所
当
た
り
従
業
員
が
三
〇
人
以
上
と

な
る
事
業
所
が
二
箇
所
以
上
集
ま
り
全
体
で
一

〇
〇
人
以
上
と
な
る
区
域

(た
だ
し
、
事
業
所

は
農
林
水
産
業
、
鉱
業
及
び
製
造
業
に
関
す
る

も
の
に
限
る
。)

⑬

農
林
水
産
業
の
基
幹
的
施
設
の
う
ち
、
共
同

選
果
場
、
共
同
集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
木
材
出
荷

場
及
び
共
同
飼
育
所
等
の
共
同
利
用
施
設

◎

｢主
要
な
観
光
地
｣
と
は
次
の
も
の
を
い
う
。

の

国
立
公
園
、
国
定
公
園
及
び
都
道
府
県

(又

は
指
定
市
)
立
公
園

⑬

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
史
跡
、
名
勝
及
び

天
然
記
念
物
、
又
は
重
要
文
化
財
の
う
ち
建
造

物
の
所
在
地
並
び
に
都
道
府
県
(又
は
指
定
市
)

の
条
例
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た
史
跡
、
名
勝

及
び
天
然
記
念
物
又
は
重
要
構
造
物
の
所
在
地

8

そ
の
他
の
観
光
地

(例
え
ば
海
水
浴
場
、
ス

キ
ー
場
、
温
泉
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
青
少
年
憩
の

村
等
)
で
そ
の
入
込
者
数
が
多
く
、
そ
の
利
用

が
市
町
村
の
全
域
又
は
他
市
町
村
に
ま
で
及
ん

で
い
る
も
の
の
所
在
地

新過疎法の施行に伴う市町村達整備について



過
疎
代
行
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

轉
簾
鬮
週
廉
地
域
に
蘂
捗
る
邁
離
離
爛

岩
手
県
江
刺
市
長

及
川

勉

‐
過
疎
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
日
頃
よ
り
関

係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
こ
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

江
刺
市
は
岩
手
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
東
西
二

八
蝿
、
南
北
二
七
･
五
顔
の
ほ
ぼ
円
型
を
呈
し
た
総

面
積
三
六
二
･
五
〇
蛭
の
広
大
な
農
村
都
市
で
あ
り

ま
す
。

本
市
は
明
治
初
期
ま
で
は
経
済
交
流
の
要
所
と
し

て
栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

〇
〇
年
前
の
東
北
本
線
の
開
通
に
よ
り
、
行
政
、
経

済
の
中
心
的
機
能
が
薄
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和

三
○
年
、
一
町
九
力
村
が
合
併
し
、
江
刺
町
と
な
り
、

一
層
の
発
展
を
期
し
て
昭
和
三
三
年
、
市
制
を
施
行

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
域
の
人
口

は
昭
和
二
五
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
現
在

三
五
、
四
六
〇
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
産
業
構
造
は
、
農
業
を
主
と
す
る
第
一
次

産
業
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
昭
和
三
〇
年
代

後
半
か
ら
の
農
家
人
口
の
急
減
に
よ
り
、
過
疎
が
深

刻
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
内
の
赤
金

鉱
山
の
閉
山
が
一
層
過
疎
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

本
市
は
工
業
等
の
高
次
産
業
導
入
が
遅
れ
た
た
め
、

雇
用
の
場
が
少
な
く
、
若
者
の
市
外
流
出
が
続
い
た

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
比
率
が
一
七
･
九
%
と
著
し

く
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
高
齢
者
対
策
が
本

市
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
市
は
東
北
本
線
、
東
北
自
動
車
道
か
ら
は

ず
れ
て
お
り
、
過
疎
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
昭
和
六
〇
年
、
東
北
新
幹
線
水
沢
江
刺
駅
の
開

業
に
よ
り
、
高
速
交
通
体
系
の
条
件
が
整
備
さ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
前
述
し
ま
し
た
と
お
り
、
本
市
の
交
通
は

道
路
網
に
頼
っ
て
お
り
、
過
疎
か
ら
く
る
財
政
難
に

悩
む
本
市
に
は
過
疎
代
行
制
度
は
誠
に
価
値
の
高
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
五
年
以
来
四
路
線
を
過

疎
代
行
に
よ
っ
て
施
工
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
路
線
も
地
域
住
民
が
長
年
渇
望
し
て
き
た
路

線
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
効
果
も
大
き
い
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
。

市
道
川
欠
線
は
昭
和
四
五
年
か
ら
昭
和
四
九
年
に

施
工
さ
れ
、
延
長
三
、
0
八
0
m
、
幅
員
四
･
o
m
、

事
業
費
四
四
、
七
〇
〇
千
円
の
路
線
で
あ
り
ま
す
。

県
道
と
国
道
三
九
七
号
を
結
ぶ
生
活
路
線
で
あ
り
、



過疎代行道路の整備状況について参参参参海為為参為為章め為 &

住
民
の
利
便
性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

市
道
中
田
線
は
延
長
二
、
三
四
三
･
六
m
、
幅
員

五
･
五
m
、
事
業
費
一
四
六
、
一
〇
〇
千
円
を
か
け
、

昭
和
五
六
年
か
ら
昭
和
五
九
年
に
施
工
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
集
落
の
生
活
路
線
で
あ
り
、
特
に
学

校
と
集
落
を
結
ぶ
最
短
路
線
で
あ
る
た
め
、
児
童
の

安
全
な
通
学
を
確
保
す
る
上
で
、
大
き
く
役
立
っ
て

お
り
ま
す
。

市
道
五
道
ケ
辻
、
歌
読
線
は
延
長
一
、
四
八
0
m
、

幅
員
五
･
五
m
、
事
業
費
一
二
六
、
○
○
0
千
円
を

か
け
、
昭
和
五
六
年
か
ら
昭
和
五
九
年
に
施
工
さ
れ

て
お
り
ま
す
o
こ
の
路
線
は
集
落
血
の
生
活
路
線
で

あ
る
と
と
も
に
、
主
要
地
方
道
江
刺
大
迫
線
と
昭
和

五
五
年
に
分
譲
を
開
始
し
た
江
刺
中
核
工
業
団
地
を

結
ぶ
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
江
刺
中
核
工
業
団
地
へ

の
通
勤
お
よ
び
、
製
品
、
原
料
の
輸
送
に
大
き
く
役

立
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
路
線
の
開
通
に
よ
り
、

市
街
地
と
集
落
を
結
ぶ
最
短
路
線
が
実
現
し
、
ま
さ

に
一
石
二
鳥
の
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

市
道
原
体
線
は
昭
和
六
一
年
事
業
着
手
し
、
平
成

三
年
度
完
成
予
定
の
路
線
で
あ
り
ま
す
。
延
長
は
二
、

○
二
一
･
五
m
、
幅
員
五
･
五
m
、
事
業
費
二
四
七
、

九
〇
〇
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
街
地
か
ら
市

営
住
宅
団
地
を
通
っ
て
、
原
体
集
落
に
通
じ
る
こ
の

路
線
は
、
住
民
の
通
勤
、
通
学
路
線
で
あ
り
、
ま
た
、

定
期
バ
ス
路
線
で
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
は
そ
の
完

成
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、
過
疎
代
行 現在

制
度
に
よ
っ
て
、
本
市
は
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
第

一
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

工
事
を
県
に
代
行
し
て
頂
く
こ
と
で
、
事
業
費
を
そ

っ
く
り
肩
代
わ
り
し
て
頂
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

過
疎
に
悩
む
市
町
村
は
ど
こ
も
財
政
事
情
が
厳
し
く
、

道
路
を
作
る
に
し
て
も
、
そ
の
事
業
費
を
捻
出
す
る

の
に
大
変
な
苦
労
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
負
担
な
し
で
工
事
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
は
、
人
的
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。
道
路

を
作
る
際
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
用
地
買
収
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
交
渉
等
も
、
県
に
補
助
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
は
か
か
る
労

力
を
県
に
も
負
担
し
て
頂
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。
過
疎
市
町
村
は
、

財
政
面
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
定
数
の
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
業
費
だ
け
肩
代
わ
り
し
て
頂
い
て
も
、

職
員
が
仕
事
量
を
こ
な
せ
な
い
と
い
う
事
態
に
な
り

か
ね
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
点
で
、
過
疎
代
行
は
魅

力
あ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ト
の
決
定
お
よ
び
、
そ
の
路
線
の
性

格
等
に
つ
い
て
も
、
設
計
段
階
か
ら
県
の
指
導
を
受

け
、
事
業
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
般
単
独
事
業
等
よ
り
も
、
計
画
は
吟

味
さ
れ
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
完
成
し
た
道
路
は

質
の
高
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
職
員
も
県
の
レ
ベ
ル



の
高
い
計
画
に
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
資
質
向
上
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
道
路
の
規
格
等
も
、
県
の
基

準
で
行
い
ま
す
の
で
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
財
政
的

に
も
難
し
い
工
事
が
行
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
も

メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

過
疎
市
町
村
に
対
す
る
優
遇
施
策
の
中
で
も
最
も

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
過
疎
代
行
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
前
述
の

四
路
線
は
そ
れ
ぞ
れ
集
落
の
生
活
路
線
と
し
て
、
ま
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た
市
の
基
幹
道
路
と
し
て
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
県

の
代
行
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
路
線
を
計
画
す
る
際

に
自
由
な
発
想
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
予
算
面
で

の
制
約
が
市
道
単
独
事
業
等
に
比
し
て
か
な
り
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
質
の
高
い
路
線
が
で
き
る

要
因
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
施

工
さ
れ
た
過
疎
代
行
路
線
は
い
ず
れ
も
、
過
疎
代
行

な
ら
で
は
の
路
線
で
あ
り
、
過
疎
代
行
制
度
の
有
意

義
さ
を
証
明
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
四
月
一
日
よ
り
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
、
過
疎
代
行
制
度
も
、
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
こ
と
は
、
過
疎
市
町
村
に
と
っ
て
大
き
な
朗

報
で
あ
り
ま
す
。
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
の
下

で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
過
疎
地
域
と
非
過
疎
地
域
を

結
ぶ
路
線
が
、
今
回
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に

大
き
い
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
過
疎
地
域

市
町
村
は
民
間
活
力
に
乏
し
く
、
単
独
で
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
行
政

サ
イ
ド
も
財
政
的
に
厳
し
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う

な
る
と
、
近
隣
非
過
疎
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
近
年
、
地
域
間
交
流
が
活
発
に
な
り
、

現
在
の
行
政
区
域
で
は
対
応
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
過
疎
代
行
制
度
の
拡
大
に
よ
り

近
隣
非
過
疎
地
域
と
過
疎
地
域
を
結
ぶ
路
線
の
検
討

も
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
場
合
は
、
若
年
層
が
首
都
圏
だ
け
で
な
く
、

近
隣
市
町
村
へ
も
流
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
冒
頭
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

高
速
交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
が
本
市
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
江
刺
中
核
工
業
団
地
の
機
能
を
充
実
し
、
北
上

川
流
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
実
現
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
周
辺
の
地
域
は
栗
駒
･
焼
石
リ
ゾ
ー

ト
開
発
構
想
お
よ
び
田
瀬
湖
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が

あ
り
、
そ
の
観
光
ル
ー
ト
を
形
成
す
る
上
で
、
こ
の

制
度
が
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
本
市
は
西
は
北
上
川
、
東
は
北
上

山
系
で
近
隣
市
町
村
を
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
克

服
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

過
疎
代
行
制
度
は
た
し
か
に
過
疎
地
域
市
町
村
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
有
効

活
用
に
は
独
自
の
計
画
が
必
要
で
あ
り
、
周
辺
の
道

路
環
境
整
備
等
と
あ
わ
せ
て
、
十
分
な
価
値
が
得
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
当
た

っ
て
は
十
分
な
検
討
と
県
と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

過
疎
地
域
市
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
制

度
の
活
用
に
よ
り
、
一
層
の
地
域
活
性
化
が
成
功
さ

れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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県
代
行
産
山
圏
尻
線
道
路
整
備

轉
簾
圏
過
疎
地
螂
に
蘂
骨
塞
遭
麟
離
備事

業
⑭
推
進
唱
つ
い
で

熊
本
県
一
の
宮
土
木
事
務
所

溜
渕

明

一

は
じ
め
に

九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
久
住
、
阿
蘇
、
祖

う
ぶ
や
ま
む
ら

母
の
三
山
を
一
望
で
き
る
産
山
村
は
、
熊
本
県
の
最

北
東
部
に
あ
り
、
今
で
も
噴
火
が
続
く
、
阿
蘇
の
外

輪
山
と
久
住
連
山
に
囲
ま
れ
た
、
東
西
六
蝿
、
南
北

一
〇
蝿
に
広
が
る
清
流
と
緑
豊
か
な
純
農
村
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰

(明
治
の
文
豪
)
が
一
望
三
山
台
と
称

し
た
ほ
ど
景
観
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
は
、
標
高
五

〇
0
m
か
ら
一
、
0
五
0
m
の
高
原
地
帯
に
属
し
、

村
の
総
面
積
六
〇
霜
の
う
ち
森
と
草
原
が
八
二
%
と
、

そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
主
要
産

業
は
、
そ
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
農
林
業
が
主
体

で
、
農
業
に
つ
い
て
は
豊
富
な
水
と
高
冷
地
の
特
性

を
生
か
し
た
、
野
菜
や
果
物
の
特
産
化
が
、
林
業
に

つ
い
て
も
人
工
造
林
の
拡
大
と
と
も
に
、
品
質
の
高

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　　

　
　

　

し
か
し
、
過
疎
化
の
波
は
こ
の
産
山
村
で
も
例
外

ィ

/一

行
わ
れ
て
い
る
。

エ

で
な
く
(表
ー
)、
昭
和
三
五
年
、
当
時
、
三
、
一
六

秒

熊本 総産山
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八
人
い
た
人
口
も
、
昭
和
六
三
年
度
に
お
い
て
は
、

一
、
七
九
九
人
と
大
幅
な
減
少
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
村
で
は
、
県
が
策
定
し
た

｢熊
本
、
明
日

へ
の
シ
ナ
リ
オ
｣
で
、
う
た
わ
れ
て
い
る

｢
日
本

一

づ
く
り
｣
運
動
の
一
貫
と
し
て
、
太
古
の
ロ
マ
ン
を

秘
め
た
神
秘
的
な
花

｢ヒ
ゴ
タ
イ
｣
を
、
村
花
に
制

定
し
、
故
郷
の
原
野
を
野
の
花
で
一
杯
に
し
、
大
自

然
に
ふ
れ
あ
い
、
親
し
む
な
か
で
、
人
情
豊
か
な
村

民
性
を
取
り
も
ど
す
、
｢心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
｣を

目
標
に
、
郷
土
回
帰
の
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

表 1 産山村全体の人口状況

一
一
村
内
道
路
の
状
況

粉
歓

匍
数
(
帯世

対
数
(
人総

対
数
(
減増

昭和35年 619 鵡 △ 222

昭和40年 579 加 △ 438

昭和45年 563 翔 313△

昭和50年 527 鸚 332△

昭和55年 508 跳 104△

昭和60年 495 麻 103△

昭和63年 498 鰡 "△

現
在
、
村
内
の
道
路
は
、
幹
線
道
路
の
国
道
五
七

号
線
、
四
四
五
号
線
、
九
州
横
断
道
路
が
村
境
を
縦

横
し
、
県
道
の
三
路
線
と
、
幹
線
村
道

(
一
級
)
一

二
路
線
が
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
連
絡
し
、
観
光
、
産

(資料)推計人口

表 2 村内の県道 ･村道改良状況
〔県道〕

路 線 名
贓
長延 報未 砂

済
は
良改

笹 倉 ･ 久住線 3
‐
6愈皿 1

.
3km 2

.
5km

南小国 学波野線 痴燧 蜘a 痴3

産山 ･ 小池野線 獺4 蜘4 鰊Q

総 延 長 皺 範し 蹴鋤
%

改 良 率 椥れ彰6
式

%32

〔村道〕

村 道 ㈱
長延 報未 り

済
は
良改

一 級 村道
12路線 蹴 32

.
9km 5

.
8km

二 級 村道
22路線 偽 獺軋 nU

その他の村道

43路線 薇 獅“ nU

総 延 長

蹴
蜘忍u 蜘撓

%

率良改

鰯彰
式

5 既4

業
、
経
済
及
び
、
日
常
生
活
の
重
要
な
役
割
を
果
た

7

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
村
内
の
道
路
網
は
、
県
道
三
路
線
二

一
･
二
m
、
村
道
七
七
路
線
、
一
二
七
･
六
虹
と
村

道
が
、
全
体
道
路
延
長
の
八
六
%
を
占
め
て
い
る
。

表
2
の
と
お
り
、
村
道
の
整
備
率
は
四
･五
%
(幅

員
五
･
五
m
以
上
)
と
極
端
に
低
く
、
道
路
に
対
す

る
村
民
の
ニ
ー
ズ
は
、
極
め
て
強
い
も
の
が
あ
る
。

三

過
疎
代
行
事
業
の
取
組
み

産
山
村
と
し
て
は
、
過
疎
化
の
進
む
な
か
で
昭
和

四
五
年
に
、
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
、
道
路
が
骨

格
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
各
種
の
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

熊
本
県
で
は
、
昭
和
五
五
年
度
に
都
道
府
県
に
よ

1 産山高原
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2 産山村全体図

四

事
業
の
概
要
と
経
緯

本
路
線
は
、
延
長
が
七
･
八
畑
と
長
く
、
地
形
も

山
間
部
の
た
め
、
屈
曲
や
急
勾
配
が
多
く
交
通
の
陸

路
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
全
線
整
備
す
べ
き
で

あ
る
が
当
面
、
県
道
を
起
点
に
、
御
湯
船
部
落
ま
で

の
延
長
二
、
0
六
0
m
を
第
一
期
工
区
と
し
て
、
昭

和
五
六
年
度
に
、
整
備
に
着
手
し
、
七
年
の
歳
月
と

五
億
円
の
事
業
費
を
も
っ
て
、
幅
員
五
･
五
m
の
二

車
線
道
路
が
、
昭
和
六
二
年
度
に
完
成
を
見
た
も
の

至
一
の
宮
町

る
代
行
制
度
に
関
す
る
法
令

｢過
疎
地
域
振
興
特
別

措
置
法
｣
が
制
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
基
幹
道
路

の
整
備
と
し
て
屈
曲
部
が
多
く
、
交
通
の
陸
路
と
な

っ
て
い
る
村
道
産
山
田
尻
線
を
熊
本
県
の
過
疎
代
行

事
業
と
し
て
、
補
助
採
択
を
受
け
昭
和
五
六
年
度
に

着
手
し
た
も
の
で
あ
る

(図
2
)。

当
路
線
は
、
村
の
中
心
部
を
縦
貫
し
県
道
と
県
道

を
連
絡
す
る
延
長
七
･
八
如
の
一
級
幹
線
村
道
で
あ

る
。
沿
道
に
は
、
五
つ
の
主
要
集
落
が
点
在
し
、
｢ヒ

ゴ
タ
イ
公
園
｣、
｢キ
ャ
ン
プ
場
｣、
環
境
庁
の
名
水
百

選
に
選
ば
れ
た

｢池
山
水
源
｣
等
、
主
要
な
観
光
施

設
が
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
。

錢礬騨卿
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で
あ
る
。

当
初
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
概
略
ル
ー
ト

に
よ
り
、
集
落
毎
に
数
回
の
全
体
説
明
を
催
し
住
民

の
理
解
と
協
力
を
求
め
、
ル
ー
ト
の
細
部
に
つ
い
て

も
、
事
前
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
焦
点

と
な
っ
た
の
は
、
集
落
内
と
良
質
田
部
の
ル
ー
ト
、

並
び
に
集
落
、
各
耕
作
地
へ
の
取
付
の
た
め
の
縦
断

修
正
等
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
民
意
を

踏
ま
え
て
、
一
部
、
バ
イ
パ
ス
区
間
を
設
け
る
等
、

ル
ー
ト
の
再
選
定
を
行
い
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、

再
度
、
地
区
住
民
に
説
明
会
を
行
っ
た
。

ま
た
、
村
当
局
に
よ
る
、
住
宅
立
退
き
者
へ
の
代

替
地
斡
旋
等
の
事
前
根
回
し
が
十
分
行
わ
れ
た
こ
と

べ

き
真

　
　
　
　

　
　
　　

に
よ
り
、
県
の
用
地
買
収
は
、
集
落
単
位
の
集
団
交

渉
で
早
期
に
契
約
調
印
が
完
了
し
た
も
の
で
あ
る
。

工
事
に
つ
い
て
は
、
当
箇
所
が
標
高
六
五
0
m
と

高
冷
地
の
た
め
、
冬
期
の
積
雪
と
凍
結
時
期
を
避
け

る
た
め
、
計
画
的
に
早
期
発
注
を
図
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
用
排
水
の
付
替
え
等
が
地
権
者
ど
う
し
の
利
害

関
係
も
あ
り
、
一
部
そ
の
調
整
に
手
間
ど
っ
た
こ
と

な
ど
が
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
全
般
的
に
、
地

権
者
並
び
に
地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
、
比
較
的
ス
ム

ー
ズ
に
工
事
の
進
捗
が
図
ら
れ
た
と
思
う
。

ま
た
、
本
工
区
内
に
、
一
級
河
川
を
ま
た
ぐ
橋
梁

が
二
橋
あ
り
、
こ
れ
も
代
行
の
橋
梁
整
備
事
業
と
し

て
、
一
億
五
千
万
円
の
事
業
費
を
も
っ
て
、
改
良
工

　
　　

　
　

　
　　

な
き

事
と
同
時
期
の
昭
和
六
二
年
度
に
完
成
を
見
た
も
の

で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
は
、
道
路
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
最
も
重
要
な

社
会
資
本
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
代
行
事
業
の
一
期
工
区
が
、
昭
和
六
二
年
度

で
完
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
安
全
な
道
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
｢
ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
｣
、
｢
キ
ャ
ン
プ

場
｣
、
｢
ヒ
ゴ
タ
イ
ロ
ー
ド
｣

へ
、
四
季
を
通
じ
て
村

内
外
か
ら
の
利
用
者
が
急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
産
物
の
搬
出
が
容
易
に
な
り
、
地
域
の

振
興
、
日
常
生
活
等
、
多
方
面
に
わ
た
り
、
徐
々
に

そ
の
成
果
が
表
わ
れ
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

二
期
工
事
に
つ
い
て
も
、
平
成
元
年
度
か
ら
着
手

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
魅
力
あ
る

｢
ふ
る
さ
と

づ
く
り
｣
の
基
盤
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
も
、
早
期

完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
計
画
的
に
事

業
を
促
進
し
地
域
の
開
発
に
寄
与
し
た
い
。



一
は
じ
め
に
I
背
景
･
経
緯
ー

道
路
占
用
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
三
二

条
第
二
項
に

｢左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
L

と
い
う
規
定
が
あ
り
、
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
用
紙
の
大
き
さ
、
各
事
項
の
レ

イ
ア
ウ
ト
等
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
ご
と
に

規
則
等
で
別
々
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
道
路
管
理
者
に
よ
っ
て
道
路
占
用
許
可
申

請
書
の
様
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
よ

り
電
気
･
電
気
通
信
･
ガ
ス
事
業
等
複
数
の
道
路
管
理
者

に
ま
た
が
る
道
路
占
用
が
不
可
欠
な
事
業
者
か
ら
、
様
式

統
一
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
五
七
年
の
臨
時
行
政
調
査
会
で
も
本
件
が
議
論
さ

れ
、｢行
政
改
革
に
関
す
る
第
二
次
答
申
-
ー
許
認
可
等
の

整
理
合
理
化
ー
-
-｣
に
お
い
て
、
道
路
占
用
許
可
申
請
書

の
様
式
を
全
国
的
に
統
一
す
る
こ
と
が
答
申
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
建
設
省
で
は
昭
和
五
八
年
二
月
九
日

付
け
建
設
省
道
政
発
第
一
五
号

｢道
路
占
用
許
可
申
請
書

の
様
式
に
つ
い
て
｣
(北
海
道
開
発
局
長
、
沖
縄
総
合
事
務

局
長
、
道
路
関
係
四
公
団
の
長
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定

市
長
あ
て
建
設
省
道
路
局
長
通
達
)
を
発
し
、
道
路
占
用

許
可
申
請
書
の
基
本
的
部
分
に
つ
い
て
標
準
様
式
を
示
し
、

統
一
を
図
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
通
達
は
下
段
の
余
白
部
分
を
各
道

路
管
理
者
の
必
要
に
よ
り
道
路
占
用
許
可
書
、
申
請
書
受

付
欄
、
申
請
書
記
載
要
領
欄
等
と
し
て
使
用
で
き
る
と
し

た
こ
と
、
お
よ
び
道
路
占
用
許
可
事
務
の
電
算
化
の
た
め

等
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
に
様
式
を
定
め
る

こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の
道
路
管

理
者
に
つ
い
て
同
一
の
様
式
に
よ
る
申
請
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
六
〇
年
に
電
気
通
信
事
業
へ
の
新
規
参
入

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
N
T
T
以
外
の
新
規
参
入

事
業
者
か
ら
の
道
路
占
用
許
可
申
請
が
多
数
出
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。
電
気
通
信
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
設
備

形
成
に
お
い
て
道
路
占
用
が
不
可
避
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

新
規
参
入
事
業
者
の
道
路
占
用
形
態
が
従
来
の
N
T
T
と

は
異
な
る
も
の
も
多
く
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
慎
重

に
取
扱
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
道
路

管
理
者
に
よ
っ
て
道
路
占
用
許
可
申
請
書
の
様
式
が
異
な

り
、
道
路
管
理
者
ご
と
に
別
々
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
の
道
路
占
用
関
係
事

務
に
お
け
る
時
間
と
労
力
が
、
事
業
者
に
と
っ
て
負
担
と

感
じ
ら
れ
、
昭
和
六
三
年
の
行
政
改
革
推
進
審
議
会
に
お

通
路
占
用
許
可
申
請
書
の
様
式
の
統
鬱

建
設
省
道
路
局
路
政
課
長
補
佐

坂
ロ

正
芳



い
て
本
件
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
の

｢公
的
規
制
の
緩

和
等
に
関
す
る
答
申
｣
に
お
い
て
、
｢電
気
通
信
事
業
者
等

の
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
に
係
る
道
路
等
占
用
許
可
に
つ
い
て
、

申
請
書
類
の
様
式
の
統
一
、
削
減
等
許
可
手
続
き
の
簡
素

化
を
進
め
る
ほ
か
、
利
用
と
公
益
性
の
確
保
を
図
り
つ
つ

占
用
方
式
及
び
こ
れ
に
伴
う
占
用
料
を
検
討
し
、
道
路
空

間
の
効
率
的
利
用
を
促
進
す
る
。｣
と
の
答
申
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
同
月
一
三
日
に

｢規
制
緩
和
推
進
要
綱
｣
と
し
て

閣
議
決
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
平
成
元
年
七
月
お
よ

び
三

月
の
二
度
に
わ
た
り
、
各
道
路
管
理
者
の
意
見
を

聴
取
し
た
う
え
で
、
道
路
法
施
行
規
則
の
改
正
作
業
を
行

い
、
平
成
二
年
三
月
一
七
日
付
け
で
公
布
さ
れ
た
。

二

内

容

省
令
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
建
設
省
令
第
三
号

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
を
実

施
す
る
た
め
、
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
年
三
月
十
七
日
建
設
大
臣

綿
貫

民
輔

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二

十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
を
第
四
条
の
三
の
二
に
改
め
、
第
四
条

の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(道
路
の
占
用
の
許
可
申
請
書
等
の
様
式
)

第
四
条
の
三

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
申
請
書
及
び

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
よ
う
と
す
る

場
合
の
協
議
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
占
用
の
期
間
が
満

了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
道
路
管
理
者
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

(施
行
期
日
)

1

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。(経

過
措
置
)

2

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
道
路
管
理
者
が
申

請
書
及
び
協
議
書
の
様
式
を
定
め
て
い
る
場
合
に
お

け
る
申
請
書
及
び
協
議
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
法
施
行
規
則
第
四
条

の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

き
~る
。

　　フル



(用紙 B 5 )様式第五 (第四条の三関係)

道路占用護可申喜裏書 新
規
更
新
変
更

(番号)
年 月 日

日
( 道 路 管 理 者 ) 殿

平成 年 月

住 所
氏 名 印
担当者
T E L

道路罐 髭条の競るこより瀞を申熟ます。

占用の目的

占用の場所

路線名 - l中道 ･歩道 .その他

場
所

占 用 物 件

名 称 刃己 複 芻父 凧･

占用の期間
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

工事実施

の 方 法

送 路 の

復旧 方 法
添付書類

備 考

記載要領
1 . ｢許可申請
協 議義一

言 簾 嫌一及び
｢謠可を申乳 については該当するものを○で靴こと。

峩糞 については、該当するものをo で囲み、更新 ･変更の場合には、従前の許可書または回答書の番号及び
を記載すること。
-が法人である場合には、

｢住所J の欄には主たる事務所の所在地、
｢氏名｣ の欄には名称及び代表者の氏名を

るとともに、
r担当者J の欄に所属 ･氏名を記載すること。

斉｣ の欄には、地番まで記載すること。 占用が2 以上の地番にわたる場合には、 起点と終点を記載すること。
･歩道 ･その他｣ については、該当するものを0 で囲むこと。
の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを ( ) 書きすること。
付書類｣ の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場合に、そ
を記載すること。

3 .
　　　　
4 . r｢車
5 , 変
6 , ｢
　　　



ま
た
、
平
成
三
年
三
月
一
七
日
付
け
で
、
｢道
路
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
｣
(建
設

省
道
路
局
長
通
達
)
が
出
さ
れ
た
。

建
設
省
道
政
発
第
馬
号
の
3

平
成
2
年
3
月
17
日

都
道
府
県
知
事

政
令
指
定
市
長

あ
て

建
設
省
道
路
局
長

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
つ
い
て

道
路
占
用
許
可
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
よ
り
申
請
者
の
利
便
を
図
る
見
地
か
ら
全
国
的
な
統

一
が
要
望
さ
れ
、
昭
和
63
年
の
臨
時
行
政
改
革
推
進
審

議
会
の

｢公
的
規
制
の
緩
和
等
に
関
す
る
答
申
｣
に
お

い
て
も
同
趣
旨
の
答
申
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
規

制
緩
和
推
進
要
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
今
回
道
路
占
用
許

可
申
請
書
等
の
様
式
を
定
め
た
標
記
省
令
が
別
添
の
と

お
り
平
成
2
年
3
月
17
日
付
け
で
公
布
さ
れ
、
同
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
貴
職

に
お
い
て
も
下
記
に
留
意
の
う
え
、
現
在
道
路
占
用
許

可
申
請
書
等
の
様
式
を
定
め
て
い
る
規
則
の
改
正
等
所

要
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

な
お
、
貴
答
下
各
道
路
管
理
者

(地
方
道
路
公
社
を

含
む
。)
に
対
し
て
も
、
こ
の
旨
の
周
知
徹
底
を
図
ら
れ

た
い
。

コし
-三口

1

第
4
条
の
3
第
1
項
関
係

平
成
2
年
4
月
1
日
以
降
、
道
路
法

(昭
和
27
年

法
律
第
即
号
)
第
銘
条
第
1
項
又
は
第
3
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
の
占
用
に
関
し
道
路
管
理
者
の
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
及
び
同
法
第
節
条
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
と
協
議
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
改
正

後
の
道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
27
年
建
設
省
令
第
第

号
)
別
記
様
式
第
五
に
よ
る
許
可
申
請
書
等
を
提
出

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
規
則
等
に
よ
り
道
路
占

用
許
可
申
請
書
等
の
様
式
を
定
め
て
い
る
場
合
は
、

当
該
規
則
等
の
速
や
か
な
改
正
等
所
要
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

2

第
4
条
の
3
第
2
項
関
係

本
項
は
、
占
用
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
と
き

(以
下

｢占

用
の
更
新
｣
と
い
う
。)
の
道
路
占
用
許
可
申
請
書
等

に
つ
い
て
、
占
用
の
更
新
で
は
、
占
用
の
期
間
の
み

が
変
更
と
な
り
、
占
用
の
場
所
、
占
用
物
件
の
構
造

等
の
変
更
が
な
い
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
申
請
書
等

の
利
便
を
図
る
観
点
か
ら
別
記
様
式
第
五
に
よ
ら
ず

よ
り
簡
易
な
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。

3

附
則
第
2
項
関
係

本
省
令
の
施
行
に
係
る
経
過
措
置
と
し
て
、
現
に

道
路
管
理
者
が
申
請
書
及
び
協
議
書
の
様
式
を
定
め

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
申
請
者
等
が
従
前
の
様

式
に
よ
る
申
請
書
等
を
保
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
平
成
3
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

当
該
従
前
の
申
請
書
及
び
協
議
書
の
様
式
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
別
記
様
式
第
五
に

よ
る
申
請
書
等
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
申
請
書
等
の
受
理
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
こ
の
点
に
十
分
注
意

さ
れ
た
い
。

4

記
載
要
領
に
つ
い
て

申
請
書
及
び
協
議
書
の
下
段
の
記
載
要
領
以
外
に



道
路
管
理
者
に
お
い
て
よ
り
詳
細
な
記
載
要
領
を
定

め
、
記
載
例
と
と
も
に
窓
口
に
置
く
こ
と
等
の
措
置

に
よ
り
申
請
者
等
の
便
宜
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

5

添
付
書
類
等
に
つ
い
て

申
請
書
の
提
出
部
数
、
許
可
書
及
び
道
路
法
第
笠

条
第
5
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
署
長
と
の
協
議
書
の

様
式
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
に
お
い
て
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
い
。

な
お
、
申
請
書
と
許
可
書
等
を
複
写
式
と
す
る
こ

と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。

6

そ
の
他

昭
和
58
年
2
月
9
日
付
け
建
設
省
道
政
発
第
15
号

｢道
路
占
用
許
可
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
｣
(建
設

省
道
路
局
長
通
達
)
は
廃
止
す
る
。

(別
添
略
)

な
お
、
地
方
建
設
局
長
が
管
理
す
る
指
定
区
間
内
の
一

般
国
道
に
係
る
道
路
占
用
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
建

設
事
務
次
官
通
達
及
び
道
路
局
長
通
達
に
よ
り
様
式
が
定

め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
省
令
改
正
に
伴
う
所

要
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

建
設
省
道
政
発
第
M
号

平
成
2
年
3
月
17
日

地
方
建
設
局
長

あ
て

｢地
方
建
設
局
長
が
行
な
う
道
路
の
占
用
の

許
可
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
｣
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(平
成

2
年
3
月
17
日
付
け
建
設
省
令
第
3
号
)
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
｢地
方
建
設
局
長
が
行
な
う
道
路
の
占

用
の
許
可
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
｣
(昭
和
42
年
8
月
28

日
付
け
建
設
省
道
政
発
第
館
号
)
に
よ
り
定
め
た

｢地

方
建
設
局
長
が
行
な
う
道
路
の
占
用
の
許
可
等
の
手
続

き
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
｣
の
一
部
を
下
記
の
と
お

り
改
正
し
た
の
で
、
平
成
2
年
4
月
1
日
か
ら
こ
れ
に

よ
り
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
く
、
命
に
よ
り
通
達
す

める
。な

お
、
平
成
3
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

｢地
方
建
設
局
長
が
行
な
う
道
路
の
占
用
の
許
可
等

の
手
続
き
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
｣
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
2
条
第
1
項
中

｢別
記
様
式
第
1
｣
を

｢道
路
法

施
行
規
則
別
記
様
式
第
五
｣
に
改
め
る
。

第
3
条
中

｢別
記
様
式
第
2
｣
を
｢別
記
様
式
第
1
｣

に
、
｢許
可
申
請
書
の
写
し
を
添
付
し
て
す
る
｣
を
｢よ

っ
て
行
う
｣
に
改
め
る
。

第
4
条
中

｢別
記
様
式
第
3
｣
を
｢別
記
様
式
第
2
｣

に
改
め
る
。



三

効

【果

こ
の
省
令
の
施
行
に
よ
り
、
占
用
申
請
者
と
く
に
複
数

の
道
路
管
理
者
に
ま
た
が
る
網
的
な
設
備
形
成
が
必
要
な

事
業
者
に
と
っ
て
、
道
路
占
用
の
申
請
関
係
事
務
に
お
い

て
省
力
化
、
合
理
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
、
道
路
管
理
水
準
の
平
準
化

等
が
図
ら
れ
る
等
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

建
設
省
道
政
発
第
$
号

平
成
2
年
3
月
17
日

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
つ
い
て

(記
1
j
4
は
省
略
)

5

｢地
方
建
設
局
長
が
行
な
う
道
路
の
占
用
の
許
可

等
の
手
続
き
に
つ
い
て
｣
の
運
用
に
つ
い
て
｣
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

標
記
通
達

(昭
和
42
年
8
月
28
日
付
け
建
設
省
道

政
発
第
48
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

記
1
の
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

の
関
係
書
類
の
様
式

許
可
申
警
書
等
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施

(要
領
別
記
様
式
第
2
)

行
規
則

(昭
和
27
年
建
設
省
令
第
第
号
)
及
び
要
領

④

債
権
発
生

(変
更
)
通

で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
運
用

に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
処
理
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、

他
の
書
類
と
併
せ
用
い
、
別
記
様
式
第
1
を
警
察
署

長
と
の
協
議
書
、
別
記
様
式
第
2
を
債
権
発
生

(変

更
)
通
知
書
、
別
記
様
式
第
3
を
出
張
所
用
占
用
台

帳
、
別
記
様
式
第
4
を
事
務
所
用
占
用
台
帳
と
し
、

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
次
の
と
お
り
一
括
し
、
感
圧

紙
を
用
い
て
複
写
式
と
す
る
こ
と
。

①

申
請
書

(協
議
書
)

(施
行
規
則
別
記
様
式
第
五
)

②

警
察
署
長
と
の
協
議
書

(別
記
様
式
第
1
)

③

許
可
書

(回
答
書
)

④

債
権
発
生

(変
更
)
通
知
書

(別
記
様
式
第
2
)

⑤

出
張
所
用
占
用
台
帳

(別
記
様
式
第
3
)

⑥

事
務
所
用
占
用
台
帳

(別
記
様
式
第
4
)

ま
た
、
許
可
申
請
書
等
に
は
、
別
記
様
式
第
5
に

要
領
第
2
条
第
2
項
第
1
号
及
び
第
2
号
の
図
面
を

記
載
し
て
3
部

(原
則
と
し
て
感
圧
紙
を
用
い
る
も

の
と
す
る
。
)
添
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

別
記
様
式
第
5
に
記
載
で
き
な
い
場
合
は
、
同
様
式

に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
平
成
3
年
3
月
視
日
ま
で
の
間
は
、
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。



別記様式第 1

難更新 変更 (番号)
年 月 日

平成 年 月 日

(申請者)
住 所

氏 名

占用の目的

占用の場所

路線名 l -車道 ･歩道 ･その他

攝

占用 物 件

名 称 規 模 芻父 親

′

占用の期間
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

工事実施

の 方 法

道 路 の

復 IH 方 法
添付書類

道路占用に開する協議書 第 号
年 月 日

警察署長 殿
印

道路占用蔑
爾
増真について、上記により筒愛し か ので 道 路法第3 2条第5項の規定6こ

より協議する。

道路占用に関する回答書 第 号
年 月 日

殿
警察署長 印

年 月 日付け 第 号で協議のあった道路占用について、
下記のとおり回答する。

記



要領別記様式第 2

道路占用薗 愛書 新
規
更
新
変
更

(番号)
年 月 日

第 号
平成 年 月 日

住 所

氏 名 殿

占用の目的

占用の場所
路線名 - l車道 ,歩道 .その他

露葬

占用 物 件

名 称 犬現 不実 数 量

占用の期間
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
間
占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
問
工事実施

の 方 法

道 路 の

復 旧方 法
添付書類

占
用
料

初 年 度 ¥ (算定)
¥
¥
¥

年 額 ¥
最終年度 ¥
総 額
(履行期限) 納入告知書により指定する期限

、 、 .申請 一 つ , 許可
協議 ｣ ｣ 、 小 回答 o

地方建設局長 印

この道路占用許可について不服があるときは、 行政不服審査法の定めるところにより、 この許可書を

受け取った日の翌日から起算して60日以内に建設大臣に審査請求することができる。



別記様式第 2

道路占用簡 愛書 難 更新 変更 (番号)
年 月 日

第 号
平成 年 月 日

住 所

氏 名 殿

占用の目的

占用の場所

路線名 I l車道 ･歩道 ･その他

露

占用 物 件

名 称 規 本莫 数 量

占用の期間
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
間
工事実施

の 方 法

道 路 の

復旧 方 法
添付書類

占

用

料

初 年 iー子 ¥ (算定 )
¥
¥
¥

年 額 ¥
最終年度 ¥
総ミ 額
(履行期限) 納入告知書により指定する期限

債 権 発 生 (変 更) 通 知 書
平成 簗 月 骨

(分任) 歳入徴収宮

殿 局 長 圃

下記のとおり債権が発生 (変更) したので通知する。

年度 建設省所管 道路整備特別会計
債 権 の 種 類 (歌) 雑収入 (項) 雑収入 l (目) 物件使用料債権
乃延 ジ帯 金 に l期
す る 事 項

〉督イ足状 で指定する期限ま でに {''納さ れないときは、 男川艮の翌日から納イ寸の日まで
、の日数

に応じ年&10 .75 "るの割合会で徴収する。
債権金額、 履行期限、 債務者住所及び氏名又は名称、 債権の発生原因その他必要な事項 l上記のとおり。

28



別記様式第3
道路占用簡 礬書 類霧 変更 (番号)

年 月 日

第 号
平成 年 月 日

住 所

氏 名 殿

占用の目的

占用の場所

路線名 - -車道 .歩道 .その他

露

占用 物 件

名 称 規 準莫 数 單･

占用の期間
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
間
占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで
間
工事実施

の 方 法

道 路 の

復 旧 方 法
添付書類

占

用

料

初 年 度 ¥ (算定 )
¥
¥
¥

年 額 ¥
最終年度 ¥
総 額
(履行期限) 納入告知書により指定する期限

申請について、 上記のとおり副申してよろしいか伺う。
出張所長 管理係長 主 務 起案日

決裁日
発送日

保 存第 類 年保存

馴 年 謳弩霞 , !義則 ,
年
,
着 手
完 了

検

査

等

区 分 実 施 日 実 施 者 第 号
年 月 日

出張所長殿

事務所長

上記のとげ)蒿零したので通知する。

調 査
立 会ト

立 会ト

立 会"

検 査
警察協議 肴

--テー無 T舗装完了糊官 年 月 日
路線名

29



別記様式第4
道路占用簡 馨書 籟更新 変更 (番号)

年 月 日

第 号
平成 年 月 日

住 所

氏 名 殿

占用の目的

占用の場所

路線名 - -車道 ･歩道 ･その他

露

占用 物 件

名 称 規 木莫 数 量

占用の期間
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

占用物件

の 構 造

工事の時期
平成 年 月 日から

間
平成 年 月 日まで

工事実施

の 方 法

道 路 の

復旧 方 法
添付書類

占

用

料

初 年 度 ¥ (算定)
¥
¥
¥

年 額 ¥

最終年度 ¥

総 額
(履行期限 ) 納入告知書により指定する期限

概数こついて、上記のとおり
言蒿嬰してよる い かイ司う。

事務所長 ( )副所長 管理課長 係 長 主 務 起案日
決裁日
発送日
保 存第 類 年保存

馴 年 目麗擬 , 鬮 ,
年

･

着 手
完 了

検

査

等

区 -分ト 実 施 日 実 施 者 第 号
年 月 日

出張所長殿

出張所長

上記について 讓 されたく副申する。

調 査
立 会ト

立 会ト

立 会ト

検 査
警察協議 有 ･ 無ー舗装完了年月日 年 月 日

路線名 キエリ標 患 洲その他垰 彊



別記様式第 5

(位置図 ･平面図 ･断面図 ･構造図)

(路面復1臼方法)

備考 変更の託可の申請 (協議)にあっては r位置図 ･平面図 ･断面図 ･構造図｣ の欄には、変更前のものを記載し、変更する
部分については赤色で附記すること。



前
月
号
に
引
き
続
い
て

｢立
体
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
駐
車
場
整
備
｣
を
掲

5

全
体
総
会
の
議
長
は
、
理
事
長
が
務
め
る
。

載
す
る
。

第
6
章

全
体
管
理
組
合

第
4
節

全
体
総
会

(全
体
総
会
)

第
40
条

全
体
総
会
は
、
全
体
管
理
組
合
の
総
組
合
員
で
組
織
す
る
。

2

全
体
総
会
は
、
定
期
全
体
総
会
及
び
臨
時
全
体
総
会
と
し
、
区
分
所
有
法
に

定
め
る
集
会
と
す
る
。

3

理
事
長
は
、
定
期
全
体
総
会
を
、
毎
年
1
回
新
会
計
年
度
開
始
以
後
2
カ
月

以
内
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

理
事
長
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、

何
時
で
も
臨
時
全
体
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(第
"
条
及
び
第
銘
条
関
係
)

第
5
項
は
、
総
会
に
お
い
て
議
長
を
選
任
す
る
旨
の
定
め
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(招
集
手
続
)

第
鮒
条

全
体
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
会
議
を
開
く
日
の
2
週
間

前
ま
で
に
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
目
的
を
示
し
て
、
組
合
員
に
通
知
を
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
通
知
は
、
全
体
管
理
組
合
に
対
し
組
合
員
が
届
出
を
し
た
宛
先
に
発

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
の
な
い
組
合
員
に
対
し
て
は
、
対
象

物
件
内
の
事
務
所
部
分
の
所
在
地
宛
に
発
す
る
も
の
と
す
る
。

3

第
1
項
の
通
知
は
、
前
項
の
届
出
の
な
い
組
合
員
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容

を
所
定
の
掲
示
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で

壺
体
道
路
制
廉
の

清
麗
に
よ
る
朧
草
場
整
備

爺
)

社
団
法
人
高
層
住
宅
管
理
業
協
会

======l--===-lll



き
、る
↓。

4

第
1
項
の
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
会
議
の
目
的
が
第
“
条
第
3
項
第

1
号
、
第
2
号
若
し
く
は
第
4
号
に
掲
げ
る
事
項
の
決
議
又
は
同
条
第
5
項
の

建
替
え
決
議
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
議
案
の
要
領
を
も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

5

第
翁
条
第
2
項
の
場
合
に
は
、
第
1
項
の
通
知
を
発
し
た
後
遅
滞
な
く
、
そ

の
通
知
の
内
容
を
、
所
定
の
掲
示
場
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

第
1
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
理
事
長
は
、

理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
5
日
間
を
下
回
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
第
1
項
の

期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(組
合
員
の
全
体
総
会
招
集
権
)

第
物
条

組
合
員
が
組
合
員
総
数
の
5
分
の
1
以
上
及
び
第
蛆
条
第
1
項
に
定
め

る
議
決
権
総
数
の
5
分
の
1
以
上
に
あ
た
る
組
合
員
の
同
意
を
得
て
、
会
議
の

目
的
を
示
し
て
全
体
総
会
の
招
集
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
理
事
長
は
、

2
週
間
以
内
に
そ
の
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
4
週
間
以
内
の
日
を
会
日
と
す
る

臨
時
全
体
総
会
の
招
集
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

理
事
長
が
前
項
の
通
知
を
発
し
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
請
求
を
し
た
組
合

員
は
、
臨
時
全
体
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
臨
時
全
体
総
会
に
お
い
て
は
、
第
御
条
第
5
項

に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
、
全
体
総
会
に
出
席
し
た
組
合
員

(書
面
又
は
代
理

人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
者
を
含
む
。)
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ

て
、
組
合
員
の
な
か
か
ら
選
任
す
る
。

(出
席
資
格
)

第
粥
条

組
合
員
の
ほ
か
、
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
者
は
、
全
体
総
会
に
出
席

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

区
分
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
専
有
部
分
を
占
有
す
る
者
は
、
会
議
の
目
的
に

つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
全
体
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
全
体
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ

よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
理
事
長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(議
決
権
)

第
鮒
条

組
合
員
は
、
そ
の
所
有
す
る
専
有
部
分
1
戸
に
つ
き
別
表
第
5
に
定
め

る
議
決
権
を
有
す
る
。

2

事
務
所
部
分
1
戸
に
つ
き
2
以
上
の
組
合
員
が
存
在
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の

者
の
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
一
の
組
合
員
と
み
な
す
。

3

前
項
に
よ
り
一
の
組
合
員
と
み
な
さ
れ
る
者
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
者
1

名
を
選
任
し
、
そ
の
者
の
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
全
体
総
会
開
会
ま
で
に
理
事
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

組
合
員
は
、
書
面
又
は
代
理
人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

"る
0

5

組
合
員
が
代
理
人
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
代
理
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(第
虹
条
関
係
)

第
3
項
お
よ
び
第
5
項
に
定
め
る

｢所
定
の
掲
示
場
所
｣
は
、
建
物
内
の

見
や
す
い
場
所
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。

(第
“
条
及
び
第
稀
条
関
係
)

理
事
会
ま
た
は
役
員
会
が

｢必
要
と
認
め
る
者
｣
の
例
と
し
て
は
、
管
理

会
社
、
管
理
員
等
が
あ
る
。

お



一

組
合
員
の
専
有
部
分
を
借
り
受
け
た
者

二

組
合
員
が
法
人
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
又
は
従
業
員

6

代
理
人
は
、
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
理
事
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

=捌1II===== H=IlI=Il-====II-llI===IIl==粥川====m ==

別表第 5 議決権 (第44条、第66条関係)

階 区 面 用 途

議 決 権 数

全 体 管 理 組 合 事務所管理組合

地下 1 階 A O ○○ 駐 車 場 0 O ハU

階 1 0 1 事 務 所 O O

階 1 0 2 事 務 所 O O

･･･
･･･

･･･
･･･

･･･

･･･
･･･

.･'
･･･

･･･

･･･
･･･

･'‐
--･

･･･

(第
亀
条
関
係
)

専
有
面
積
の
違
い
が
大
き
く
な
い
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と

(議
決
事
項
)

第
術
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
体
総
会
の
決
議
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

全
体
管
理
組
合
収
支

(第
死
条
第
3
項
第
1
号
に
定
め
る
全
体
一
般
会
計

及
び
同
項
第
2
号
に
定
め
る
全
体
修
繕
積
立
金
会
計
に
係
る
も
の
に
限
る
。

以
下
次
号
及
び
第
靴
条
第
1
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
決
算
及
び
全
体
管
理
組

合
の
事
業
報
告
。

二

全
体
管
理
組
合
収
支
の
予
算
及
び
全
体
管
理
組
合
の
事
業
計
画

三

全
体
管
理
費
等
及
び
専
用
使
用
料
の
額
並
び
に
賦
課
徴
収
方
法

四

第
57
条
以
外
の
第
7
章
の
各
条
を
除
く
こ
の
規
約
の
変
更

(次
条
及
び
第

靴
条
に
お
い
て
｢全
体
規
約
の
変
更
｣
と
い
う
。)
及
び
附
属
規
程
の
制
定
又

は
変
更

五

第
節
条
第
1
項
に
定
め
る
特
別
の
管
理
の
実
施
並
び
に
そ
れ
に
充
て
る
た

め
の
資
金
の
借
入
れ
及
び
全
体
修
繕
積
立
金
の
取
崩
し

六

区
分
所
有
法
第
57
条
第
2
項

(同
条
第
4
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。)、
第
弼
条
第
1
項
、
第
脚
条
第
1
項
又
は
第
60
条
第
1
項
の
訴
え
の

提
起
並
び
に
こ
れ
ら
の
訴
え
を
提
起
す
べ
き
者
の
選
任

(第
鋼
条
第
6
号
に

該
当
す
る
場
合
を
除
く
。)

(議
決
権
)

第
亀
条

組
合
員
は
、
そ
の
所
有
す
る
事
務
所
部
分
1
戸
に
つ
き
各
0

個
及
び
特
定
駐
車
場
部
分
1
個
に
つ
き
○
個
の
議
決
権
を
有
す
る
。

(以
下
同
じ
)



七

建
物
の
一
部
が
滅
失
し
た
場
合
の
滅
失
し
た
全
体
共
用
部
分
の
復
旧

八

区
分
所
有
法
第
鋭
条
第
1
項
の
場
合
の
建
替
え

九

役
員
の
解
任
並
び
に
役
員
活
動
費
の
額
及
び
支
払
方
法

十

全
体
管
理
組
合
の
行
う
管
理
に
係
る
管
理
業
務
委
託
契
約
の
締
結

十
一

そ
の
他
全
体
管
理
組
合
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事
項

(全
体
総
会
の
会
議
及
び
議
事
)

第
蜷
条

全
体
総
会
の
会
議
は
、
第
44
条
第
1
項
に
定
め
る
議
決
権
総
数
の
半
数

以
上
を
有
す
る
組
合
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

全
体
総
会
の
議
事
は
、
出
席
組
合
員
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同

数
の
場
合
に
お
い
て
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

3

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
全
体
総
会
の
議
事
は
、
前
項
に
か
か
わ

ら
ず
、
組
合
員
総
数
の
4
分
の
3
以
上
及
び
議
決
権
総
数
の
4
分
の
3
以
上
で

決
す
る
。

一

全
体
規
約
の
変
更

二

敷
地
及
び
全
体
共
用
部
分
等
の
変
更

(改
良
を
目
的
と
し
、
か
つ
、
著
し

く
多
額
の
費
用
を
要
し
な
い
も
の
を
除
く
。)

三

区
分
所
有
法
第
聡
条
第
1
項
、
第
鞘
条
第
1
項
又
は
第
60
条
第
1
項
の
訴

え
の
提
起

四

建
物
の
価
格
の
2
分
の
1
を
超
え
る
部
分
が
滅
失
し
た
場
合
の
減
失
し
た

共
用
部
分
の
復
旧

五

そ
の
他
全
体
総
会
に
お
い
て
本
項
の
方
法
に
よ
り
決
議
す
る
こ
と
と
し
た

事
項

4

前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
所
一
部
共
用
部
分
に
関
す
る
事
項
で
組
合
員
全

員
の
利
害
に
関
係
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
全
体
規
約
の
変
更
は
、
事
務
所
一

部
共
用
部
分
を
共
用
す
べ
き
組
合
員
の
4
分
の
1
を
超
え
る
者
又
は
そ
の
議
決

権
の
4
分
の
1
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
者
が
反
対
し
た
と
き
は
、
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5

区
分
所
有
法
第
62
条
第
1
項
の
建
替
え
決
議
は
、
第
2
項
に
か
か
わ
ら
ず
、

組
合
員
総
数
の
5
分
の
4
以
上
及
び
議
決
権
総
数
の
5
分
の
4
以
上
で
行
う
。

6

前
五
項
の
場
合
に
お
い
て
、
書
面
又
は
代
理
人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す

る
者
は
、
出
席
組
合
員
と
み
な
す
。

7

第
3
項
第
1
号
に
お
い
て
、
全
体
規
約
の
変
更
が
一
部
の
組
合
員
の
権
利
に

特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
と
き
は
、
そ
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
組
合
員
は
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
否

し
て
は
な
ら
な
い
。

8

第
3
項
第
2
号
に
お
い
て
、
敷
地
及
び
全
体
共
用
部
分
等
の
変
更
が
、
専
有

部
分
又
は
専
用
使
用
部
分
の
使
用
に
特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
と
き
は
、
そ

の
専
有
部
分
を
所
有
す
る
組
合
員
又
は
そ
の
専
用
使
用
部
分
の
専
用
使
用
権
を

有
す
る
組
合
員
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
組
合
員
は
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。

9

第
3
項
第
3
号
に
掲
げ
る
事
項
の
決
議
を
行
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
組

合
員
又
は
占
有
者
に
対
し
、
弁
明
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

副

全
体
総
会
に
お
い
て
は
、
第
虹
条
第
1
項
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
た
事

項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(全
体
総
会
の
決
議
に
代
わ
る
書
面
に
よ
る
合
意
)

第
“
条

規
約
に
よ
り
全
体
総
会
に
お
い
て
決
議
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項
に

(第
篤
条
及
び
第
鎚
条
関
係
)

第
3
項
第
1
号
か
ら
第
4
号
ま
で
の
う
ち
、
第
2
号
に
限
り
、
規
約
に
よ

り
組
合
員
総
数
の

｢4
分
の
3
以
上
｣
を

｢過
半
数
｣
ま
で
に
減
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。



つ
い
て
、
組
合
員
全
員
の
書
面
に
よ
る
合
意
が
あ
る
と
き
は
、
全
体
総
会
の
決

議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

(議
事
録
の
作
成
、
保
管
等
)

第
術
条

全
体
総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2

議
事
録
に
は
、
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
し
、
議
長
及
び

議
長
の
指
名
す
る
2
名
の
全
体
総
会
に
出
席
し
た
理
事
が
こ
れ
に
署
名
押
印
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

理
事
長
は
、
議
事
録
及
び
前
条
の
書
面
を
保
管
し
、
組
合
員
又
は
利
害
関
係

人
の
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
き
、
相
当
の
日
時
、
場
所
等
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

理
事
長
は
、
所
定
の
掲
示
場
所
に
議
事
録
及
び
前
条
の
書
面
の
保
管
場
所
を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
5
節

理

事

会

(理
事
会
)

第
地
条

理
事
会
は
、
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2

理
事
会
の
議
長
は
、
理
事
長
が
務
め
る
。

(招

集
)

第
即
条

理
事
会
は
、
理
事
長
が
招
集
す
る
。

2

理
事
が
0
分
の
1
以
上
の
理
事
の
同
意
を
得
て
理
事
会
の
招
集
を
請
求
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
理
事
長
は
速
や
か
に
理
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

･

3

理
事
会
の
招
集
手
続
に
つ
い
て
は
、第
組
条
(第
4
項
及
び
第
5
項
を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
理
事
会
に
お
い
て
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(理
事
会
の
会
議
及
び
議
事
)

第
封
条

理
事
会
の
会
議
は
、
理
事
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
議
事
は
出
席
理
事
の
過
半
数
で
決
す
る
。

2

議
事
録
に
つ
い
て
は
、
第
盤
条

(第
4
項
を
除
く
。)
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(第
館
条
関
係
)

こ
の
規
約
モ
デ
ル
で
は
、
第
7
章
は
事
務
所
管
理
組
合
の
総
会
の
決
議
に

よ
っ
て
の
み
変
更
で
き
る
こ
と
と
し
、
全
体
管
理
組
合
の
総
会
の
決
議
で
は

変
更
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
斑
条
は
事
務
所
管
理
組
合
の
役

員
の
定
数
を
定
め
て
お
り
、
事
務
所
管
理
組
合
の
役
員
は
第
総
条
第
2
項
お

よ
び
第
3
項
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
全
体
管
理
組
合
の
役
員
に
就
任
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
斑
条
に
つ
い
て
は
全
体
管
理
組
合
の
総
会
の
決

議
に
よ
っ
て
の
み
変
更
で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る

(第
“
条
第
4
号

参
照
)。

(第
麩
条
、
第
ゐ
条
及
び
第
鰐
条
関
係
)

第
3
項
の

｢利
害
関
係
人
｣
と
は
、
敷
地
、
専
有
部
分
に
対
す
る
担
保
権

者
、
差
押
え
債
権
者
、
賃
借
人
、
組
合
員
か
ら
媒
介
の
依
頼
を
受
け
た
宅
地

建
物
取
引
業
者
等
法
律
上
の
利
害
関
係
が
あ
る
者
を
い
い
、
単
に
事
実
上
利

益
や
不
利
益
を
受
け
た
り
す
る
者
、
親
族
関
係
に
あ
る
だ
け
の
者
等
は
対
象

と
は
な
ら
な
い
。



(議
決
事
項
)

第
腹
条

理
事
会
は
、
こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
決
議
す
る
。

一

全
体
管
理
組
合
収
支
の
決
算
案
及
び
全
体
管
理
組
合
収
支
の
予
算
案
並
び

に
全
体
管
理
組
合
の
事
業
報
告
案
及
び
事
業
計
画
案

二

全
体
規
約
の
変
更
及
び
附
属
規
程
の
制
定
又
は
変
更
に
関
す
る
案

三

そ
の
他
の
全
体
総
会
提
出
議
案

四

第
85
条
に
定
め
る
勧
告
又
は
指
示
等

五

全
体
総
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
事
項

第
7
章

事
務
所
管
理
組
合

第
1
節

事
務
所
管
理
組
合
の
組
合
員

(組
合
員
の
資
格
)

第
斑
条

事
務
所
管
理
組
合
の
組
合
員
(以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
｢組
合
員
｣

と
い
う
。)
の
資
格
は
、
事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者
と
な
っ
た
と
き
に
取
得

し
、
事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
喪
失
す
る
。

(届
出
義
務
)

第
鱒
条

新
た
に
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
又
は
喪
失
し
た
者
は
、
直
ち
に
そ
の

旨
を
書
面
に
よ
り
事
務
所
管
理
組
合
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
は
、
第
卸
条
に
定
め
る
届
出
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
2
節

事
務
所
管
理
組
合
の
業
務

芥
処
理

(第
埒
条
第
3
項
に
よ
り
、
専
用
使
用
権
を
有
す
る
者
が
当
該
専
用

使
用
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
行
う
行
為
を
除
く
。)

二

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
の
修
繕

三

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
に
係
る
火
災
保
険
そ
の
他
の
損
害
保
険
に
関
す

る
業
務

四

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
に
お
い
て
専
用
使
用
権
を
有
す
る
者
が
管
理
す

る
専
用
使
用
部
分
に
つ
い
て
、
事
務
所
管
理
組
合
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
管
理
行
為

五

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
の
変
更
、
処
分
及
び
運
営

六

事
務
所
部
分
管
理
費
等
の
徴
収
、
保
管
、
経
理
等
の
会
計

七

事
務
所
部
分
修
繕
積
立
金
の
運
用

八

官
公
署
、
町
内
会
と
の
渉
外
業
務

九

風
紀
、
秩
序
及
び
安
全
の
維
持
に
関
す
る
業
務

十

防
災
に
関
す
る
業
務

十
一

広
報
及
び
連
絡
業
務

十
二

そ
の
他
組
合
員
の
共
同
の
利
益
を
増
進
し
、
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
業
務

(業
務
の
委
託
等
)

第
艶
条

事
務
所
管
理
組
合
は
、
前
条
に
定
め
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
、
第

三
者
に
委
託
し
、
又
は
請
け
負
わ
せ
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
節

事
務
所
管
理
組
合
の
役
員

(役

員
)

第
幻
条

事
務
所
管
理
組
合
に
は
、
役
員
○
名

(監
事
○
名
を
含
む
。)
を
置
く
。

(業

務
)

第
幻
条

事
務
所
管
理
組
合
に
は
、
役
員
○
名

(監
事
○
名
を
含
む
。)
を
置
く
。

第
髄
条

事
務
所
管
理
組
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

2

事
務
所
管
理
組
合
の
役
員
(以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
｢役
員
｣
と
い
う
。)

一

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
の
保
安
、
保
全
、
保
守
、
清
掃
、
消
毒
及
び
塵

は
、
組
合
員
の
う
ち
か
ら
、
事
務
所
管
理
組
合
の
総
会

(以
下
｢事
務
所
総
会
｣

7′
　
　



と
い
う
。
)
で
選
任
す
る
。

3

事
務
所
管
理
組
合
の
組
合
長

(以
下

｢組
合
長
｣
と
い
う
。)
は
、
役
員
の
互

選
に
よ
り
選
任
す
る
。

(役
員
の
任
期
)

第
邸
条

役
員
の
任
期
は
、
毎
年
○
月
○
日
か
ら
翌
年
○
月
○
日
ま
で
の
1
年
と

す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

2

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
前
条
第
2
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組

合
長
が
補
充
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。

3

任
期
の
満
了
又
は
辞
任
に
よ
っ
て
退
任
す
る
役
員
は
、
後
任
の
役
員
が
就
任

す
る
ま
で
の
間
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
。

4

役
員
が
組
合
員
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
は
そ
の
地
位

を
失
う
。

(役
員
の
誠
実
義
務
等
)

第
関
条

役
員
は
、
法
令
、
規
約
及
び
附
属
規
程
並
び
に
事
務
所
総
会
及
び
役
員

会
の
決
議
に
従
い
、
組
合
員
の
た
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
も
の
と

す
る
。

2

役
員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
役
員
と
し
て
の
活
動
に
応
ず
る
必

要
経
費
の
支
払
と
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(組
合
長
)

第
卸
条

組
合
長
は
、
事
務
所
管
理
組
合
を
代
表
し
、
そ
の
業
務
を
統
括
す
る
ほ

か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
遂
行
す
る
。

一

規
約
、
附
属
規
程
又
は
事
務
所
総
会
若
し
く
は
役
員
会
の
決
議
に
よ
り
、

組
合
長
の
職
務
と
し
て
定
め
ら
れ
た
事
項

二

役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
職
員
を
採
用
し
、
又
は
解
雇
す
る
こ
と

三

事
務
所
総
会
に
お
け
る
決
議
内
容
の
全
体
管
理
組
合
へ
の
通
知

2

組
合
長
は
、
区
分
所
有
法
に
定
め
る
管
理
者
と
す
る
。

3

組
合
長
は
、
第
鋭
条
に
定
め
る
定
期
事
務
所
総
会
に
お
い
て
、
組
合
員
に
対

し
、
前
会
計
年
度
に
お
け
る
事
務
所
管
理
組
合
の
業
務
の
執
行
に
関
す
る
報
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

組
合
長
は
、
役
員
会
の
承
認
を
受
け
て
、
他
の
役
員

(監
事
を
除
く
。
以
下

本
章
第
5
節
に
お
い
て
同
じ
。)
に
そ
の
職
務
の
一
部
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
↓。

(監

事
)

第
引
条

事
務
所
管
理
組
合
の
監
事
(以
下
こ
の
条
に
お
い
て
｢監
事
｣
と
い
う
。)

は
、
事
務
所
管
理
組
合
の
業
務
の
執
行
及
び
財
産
の
状
況
を
監
査
し
、
そ
の
結

果
を
事
務
所
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

監
事
は
、
事
務
所
管
理
組
合
の
業
務
の
執
行
及
び
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
不

正
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
条
に
定
め
る
臨
時
事
務
所
総
会
を
招
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

3

監
事
は
、
役
員
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
4
節

事
務
所
総
会

(事
務
所
総
会
)

第
銘
条

事
務
所
総
会
は
、
事
務
所
管
理
組
合
の
総
組
合
員
で
組
織
す
る
。

2

事
務
所
総
会
は
、
定
期
事
務
所
総
会
及
び
臨
時
事
務
所
総
会
と
し
、
区
分
所

有
法
に
定
め
る
集
会
と
す
る
。

3

組
合
長
は
、
定
期
事
務
所
総
会
を
、
毎
年
1
回
新
会
計
年
度
開
始
以
後
2
カ

月
以
内
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

組
合
長
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
役
員
会
の
決
議
を
経
て
、

何
時
で
も
臨
時
事
務
所
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

事
務
所
総
会
の
議
長
は
、
組
合
長
が
務
め
る
。



(招
集
手
続
)

第
鎚
条

事
務
所
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
会
議
を
開
く
日
の
2
週

間
前
ま
で
に
、
会
議
の
日
時
、
場
所
及
び
目
的
を
示
し
て
、
組
合
員
に
通
知
を

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
通
知
は
、
事
務
所
管
理
組
合
に
対
し
組
合
員
が
届
出
を
し
た
宛
先
に

発
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
の
な
い
組
合
員
に
対
し
て
は
、
対

象
物
件
内
の
事
務
所
部
分
の
所
在
地
宛
に
発
す
る
も
の
と
す
る
。

3

第
1
項
の
通
知
は
、
前
項
の
届
出
の
な
い
組
合
員
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容

を
所
定
の
掲
示
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
、る
↓0

4

第
1
項
の
通
知
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
会
議
の
目
的
が
第
68
条
第
3
項
第

1
号
及
び
第
2
号
に
掲
げ
る
事
項
の
決
議
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
議
案
の
要
領

を
も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

第
“
条
第
2
項
の
場
合
に
は
、
第
1
項
の
通
知
を
発
し
た
後
遅
滞
な
く
、
そ

の
通
知
の
内
容
を
、
所
定
の
掲
示
場
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

第
1
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
組
合
長
は
、

役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
5
日
間
を
下
回
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
第
1
項
の

期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(組
合
員
の
事
務
所
総
会
招
集
権
)

第
開
条

組
合
員
が
組
合
員
総
数
の
5
分
の
1
以
上
及
び
第
“
条
第
1
項
に
定
め

る
議
決
権
総
数
の
5
分
の
1
以
上
に
あ
た
る
組
合
員
の
同
意
を
得
て
、
会
議
の

目
的
を
示
し
て
事
務
所
総
会
の
招
集
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
組
合
長
は
、

2
週
間
以
内
に
そ
の
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
4
週
間
以
内
の
日
を
会
日
と
す
る

臨
時
事
務
所
総
会
の
招
集
の
通
知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

組
合
長
が
前
項
の
通
知
を
発
し
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
請
求
を
し
た
組
合

員
は
、
臨
時
事
務
所
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
臨
時
事
務
所
総
会
に
お
い
て
は
、
第
秘
条
第
5

項
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
長
は
事
務
所
総
会
に
出
席
し
た
組
合
員

(書
面
又
は
代

理
人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
者
を
含
む
。)
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ

て
、
組
合
員
の
な
か
か
ら
選
任
す
る
。

(出
席
資
格
)

第
師
条

組
合
員
の
ほ
か
、
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
者
は
、
事
務
所
総
会
に
出

席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

区
分
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
専
有
部
分
を
占
有
す
る
者
は
、
会
議
の
目
的
に

つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
事
務
所
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
務
所
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
組
合
長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(議
決
権
)

第
邱
条

組
合
員
は
、
そ
の
所
有
す
る
事
務
所
部
分
1
戸
に
つ
き
別
表
第
5
に
定

め
る
議
決
権
を
有
す
る
。

2

事
務
所
部
分
1
戸
に
つ
き
2
以
上
の
組
合
員
が
存
在
す
る
場
合
の
こ
れ
ら
の

者
の
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
一
の
組
合
員
と
み
な
す
。

3

前
項
に
よ
り
一
の
組
合
員
と
み
な
さ
れ
る
者
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
者
1

名
を
選
任
し
、
そ
の
者
の
氏
名
を
あ
ら
か
じ
め
事
務
所
総
会
開
会
ま
で
に
組
合

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

組
合
員
は
、
書
面
又
は
代
理
人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

′

5

組
合
員
が
代
理
人
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
代
理
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
合
員
の
事
務
所
部
分
を
借
り
受
け
た
者

二

組
合
員
が
法
人
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
役
員
又
は
従
業
員

III==-=III



代
理
人
は
、
代
理
権
を
証
す
る
書
面
を
組
合
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(議
決
事
項
)

第
餌
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
総
会
の
決
議
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
務
所
管
理
組
合
収
支

(第
花
条
第
4
項
第
1
号
に
定
め
る
事
務
所
一
般

会
計
及
び
同
項
第
2
号
に
定
め
る
事
務
所
修
繕
積
立
金
会
計
に
係
る
も
の
に

限
る
。
以
下
次
号
及
び
第
麹
条
第
1
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
決
算
及
び
事
務

所
管
理
組
合
の
事
業
報
告

二

事
務
所
管
理
組
合
収
支
の
予
算
及
び
事
務
所
管
理
組
合
の
事
業
計
画

三

事
務
所
部
分
管
理
費
等
の
額
及
び
賦
課
徴
収
方
法

四

こ
の
規
約
の
う
ち
、
こ
の
章
の
各
条

(第
幼
条
を
除
く
。)
の
規
約
の
変
更

(次
条
及
び
第
麹
条
に
お
い
て
｢事
務
所
規
約
の
変
更
｣
と
い
う
。)
及
び
事

務
所
一
部
共
用
部
分
等
に
係
る
附
属
規
定
の
制
定
又
は
変
更

五

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
に
係
る
第
幻
条
第
1
項
に
定
め
る
特
別
の
管
理

(議
決
権
)

第
“
条

組
合
員
は
、
そ
の
所
有
す
る
事
務
所
部
分
1
戸
に
つ
き
各
0

個
の
議
決
権
を
有
す
る
。

(以
下
同
じ
)

(第
“
条
関
係
)

専
有
面
積
に
違
い
が
大
き
く
な
い
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

の
実
施
並
び
に
そ
れ
に
充
て
る
た
め
の
資
金
の
借
入
れ
及
び
事
務
所
部
分
修

繕
積
立
金
の
取
崩
し

六

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
に
関
し
、
区
分
所
有
法
第
57
条
第
2
項

(同
条

第
4
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)、
第
郎
条
第
1
項
、
第
拗
条
第

1
項
又
は
第
60
条
第
1
項
の
訴
え
の
提
起
並
び
に
こ
れ
ら
の
訴
え
を
提
起
す

べ
き
者
の
選
任

七

建
物
の
一
部
が
滅
失
し
た
場
合
の
滅
失
し
た
事
務
所
一
部
共
用
部
分
の
復

　
　

八

役
員
の
選
任

(第
謎
条
第
2
項
の
場
合
を
除
く
。)
及
び
解
任
並
び
に
役
員

活
動
費
の
額
及
び
支
払
方
法

九

事
務
所
管
理
組
合
の
行
う
管
理
に
係
る
管
理
業
務
委
託
契
約
の
締
結

+

そ
の
他
事
務
所
管
理
組
合
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事
項

(事
務
所
総
会
の
会
議
及
び
議
事
)

第
鎚
条

事
務
所
総
会
の
会
議
は
、
第
稀
条
第
1
項
に
定
め
る
議
決
権
総
数
の
半

数
以
上
を
有
す
る
組
合
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
務
所
総
会
の
議
事
は
、
出
席
組
合
員
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
場
合
に
お
い
て
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

3

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
事
務
所
総
会
の
議
事
は
、
前
項
に
か
か

わ
ら
ず
、
組
合
員
総
数
の
4
分
の
3
以
上
及
び
議
決
権
総
数
の
4
分
の
3
以
上

で
決
す
る
。

一

事
務
所
規
約
の
変
更

二

事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
の
変
更

(改
良
を
目
的
と
し
、
か
つ
、
著
し
く

多
額
の
費
用
を
要
し
な
い
も
の
を
除
く
。)

三

そ
の
他
事
務
所
総
会
に
お
い
て
本
項
の
方
法
に
よ
り
決
議
す
る
こ
と
と
し

た
事
項

4

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
書
面
又
は
代
理
人
に
よ
っ
て
議
決
権
を
行
使
す



る
者
は
、
出
席
組
合
員
と
み
な
す
。

5

第
3
項
第
1
号
に
お
い
て
、
事
務
所
規
約
の
変
更
が
一
部
の
組
合
員
の
権
利

に
特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
き
は
、
そ
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
組
合
員
は
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
否
し

て
は
な
ら
な
い
。

6

第
3
項
第
2
号
に
お
い
て
、
事
務
所
一
部
共
用
部
分
等
の
変
更
が
、
専
有
部

分
又
は
専
用
使
用
部
分
の
使
用
に
特
別
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
と
き
は
、
そ
の

専
有
部
分
を
所
有
す
る
組
合
員
又
は
そ
の
専
用
使
用
部
分
の
専
用
使
用
権
を
有

す
る
組
合
員
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

組
合
員
は
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。

7

事
務
所
総
会
に
お
い
て
は
、
第
“
条
第
1
項
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
た

事
項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(事
務
所
総
会
の
決
議
に
代
わ
る
書
面
に
よ
る
合
意
)

第
脚
条

規
約
に
よ
り
事
務
所
総
会
に
お
い
て
決
議
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
、
組
合
員
全
員
の
書
面
に
よ
る
合
意
が
あ
る
と
き
は
、
事
務
所
総
会

の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

(議
事
録
の
作
成
、
保
管
等
)

第
苺
条

事
務
所
総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

議
事
録
に
は
、
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
し
、
議
長
及
び

議
長
の
指
名
す
る
2
名
の
事
務
所
総
会
に
出
席
し
た
役
員
が
こ
れ
に
署
名
押
印

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

組
合
長
は
、
議
事
録
及
び
前
条
の
書
面
を
保
管
し
、
組
合
員
又
は
利
害
関
係

人
の
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
き
、
相
当
の
日
時
、
場
所
等
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

組
合
長
は
、
所
定
の
掲
示
場
所
に
、
議
事
録
及
び
前
条
の
書
面
の
保
管
場
所

を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
5
節

役

員

会

(役
員
会
)

第
れ
条

役
員
会
は
、
役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2

役
員
会
の
議
長
は
、
組
合
長
が
務
め
る
。

(招

集
)

第
“
条

役
員
会
は
、
組
合
長
が
招
集
す
る
。

2

役
員
が
0
分
の
1
以
上
の
役
員
の
同
意
を
得
て
役
員
会
の
招
集
を
請
求
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
組
合
長
は
速
や
か
に
役
員
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3

役
員
会
の
招
集
手
続
に
つ
い
て
は
、第
鎚
条
(第
4
項
及
び
第
5
項
を
除
く
。)

の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
役
員
会
に
お
い
て
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

(役
員
会
の
会
議
及
び
議
事
)

第
符
条

役
員
会
の
会
議
は
、
役
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
開
く
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
議
事
は
出
席
理
事
の
過
半
数
で
決
す
る
。

2

記
事
録
に
つ
い
て
は
、
第
"
条

(第
4
項
を
除
く
。)
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(議
決
事
項
)

第
潜
条

役
員
会
は
、
こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
決
議
す
る
。

一

事
務
所
管
理
組
合
収
支
の
決
算
案
及
び
事
務
所
管
理
組
合
収
支
の
予
算
案

並
び
に
事
務
所
管
理
組
合
の
事
業
報
告
案
及
び
事
業
計
画
案

二

事
務
所
規
約
の
変
更
及
び
附
属
規
程
の
制
定
又
は
変
更
に
関
す
る
案

三

そ
の
他
の
事
務
所
総
会
提
出
議
案

7‘イーT



四

第
節
条
に
定
め
る
勧
告
又
は
指
示
等

五

事
務
所
総
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
事
項

第
8
章

会

計

公
は計
年
度
)

第
沌
条

全
体
管
理
組
合
及
び
事
務
所
管
理
組
合
の
会
計
は
、
毎
年
○
0
月
0
O

日
か
ら
翌
年
○
○
月
0
0
日
ま
で
と
す
る
。

(収
入
及
び
支
出
並
び
に
会
計
区
分
)

第
粥
条

全
体
管
理
組
合
の
会
計
に
お
け
る
収
入
は
、
全
体
管
理
費
等
及
び
専
用

使
用
料
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
支
出
は
第
24
条
及
び
第
第
条
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
諸
費
用
に
充
当
す
る
。

2

事
務
所
管
理
組
合
の
会
計
に
お
け
る
収
入
は
、
事
務
所
部
分
管
理
費
及
び
事

務
所
部
分
修
繕
積
立
金
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
支
出
は
第
第
条
及
び
第
“
条

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
諸
費
用
に
充
当
す
る
。

3

第
1
項
の
全
体
管
理
組
合
の
会
計
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
計
に
区
分
す

る
。一

全
体
一
般
会
計

(全
体
管
理
費
に
関
す
る
会
計
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

二

全
体
修
繕
積
立
金
会
計

(全
体
修
繕
積
立
金
に
関
す
る
会
計
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
)

4

第
2
項
の
事
務
所
管
理
組
合
の
会
計
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
計
に
区
分

す
る
。

一

事
務
所
一
般
会
計

(事
務
所
部
分
管
理
費
に
関
す
る
会
計
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
)

二

事
務
所
修
繕
積
立
金
会
計

(事
務
所
部
分
修
繕
積
立
金
に
関
す
る
会
計
を

い
う
。
以
下
同
じ
。)

(収
支
予
算
の
作
成
及
び
変
更
)

第
“
条

理
事
長
は
、
全
体
一
般
会
計
及
び
全
体
修
繕
積
立
金
会
計
の
毎
会
計
年

度
の
収
支
予
算
案
を
定
期
全
体
総
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2

前
項
の
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
事
長
は
、
そ
の
案
を

臨
時
全
体
総
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

組
合
長
は
、
事
務
所
一
般
会
計
又
は
事
務
所
修
繕
積
立
金
会
計
の
毎
会
計
年

度
の
収
支
予
算
案
を
定
期
事
務
所
総
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

4

前
項
の
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
組
合
長
は
、
そ
の
案
を

臨
時
事
務
所
総
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(会
計
報
告
)

第
78
条

理
事
長
は
、
全
体
一
般
会
計
及
び
全
体
修
繕
積
立
金
会
計
の
毎
会
計
年

度
の
収
支
決
算
案
を
全
体
管
理
組
合
の
監
事
の
会
計
監
査
を
経
て
、
定
期
全
体

総
会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

組
合
長
は
、
事
務
所
一
般
会
計
及
び
事
務
所
修
繕
積
立
金
会
計
の
毎
会
計
年

度
の
収
支
決
算
案
を
、
事
務
所
管
理
組
合
の
監
事
の
会
計
監
査
を
経
て
、
定
期

事
務
所
総
会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(管
理
費
等
の
徴
収
)

第
旭
条

全
体
管
理
組
合
は
、
全
体
管
理
費
等
及
び
専
用
使
用
料
に
つ
い
て
、
区

分
所
有
者
が
各
自
開
設
す
る
全
体
管
理
組
合
指
定
の
銀
行
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
引
落
し
の
方
法
に
よ
り
第
鋭
条
第
1
項
に
定
め
る
口
座
に
受
け
入
れ
る
こ
と

と
し
、
翌
月
分
を
当
月
の
○
日
ま
で
に
一
括
し
て
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
臨
時

に
要
す
る
費
用
と
し
て
特
別
に
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

2

区
分
所
有
者
が
前
項
の
期
日
ま
で
に
納
付
す
べ
き
金
額
を
納
付
し
な
い
場
合



に
お
い
て
、
全
体
管
理
組
合
は
、
そ
の
未
払
金
額
に
つ
い
て
そ
の
期
日
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
支
払
日
ま
で
年
利
0
○
%
の
遅
延
損
害
金
を
加
算
し
て
、
そ
の

区
分
所
有
者
に
対
し
て
請
求
す
る
。

3

前
項
の
遅
延
損
害
金
は
、
第
24
条
に
定
め
る
費
用
に
充
当
す
る
。

4

区
分
所
有
者
は
、
納
付
し
た
全
体
管
理
費
等
及
び
専
用
使
用
料
に
つ
い
て
、

そ
の
返
還
請
求
又
は
分
割
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

5

前
四
項
の
規
定
は
事
務
所
管
理
組
合
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
｢全
体
管
理
組
合
｣
と
あ
る
の
は

｢事
務
所
管
理
組
合
｣
と
、
｢全
体
管

理
費
等
｣
と
あ
る
の
は
｢事
務
所
部
分
管
理
費
等
｣
と
、
｢区
分
所
有
者
｣
と
あ

る
の
は
｢事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者
｣
と
、
｢第
祖
条
第
1
項
｣
と
あ
る
の
は

｢第
税
条
第
2
項
｣
と
、
｢第
銘
条
｣
と
あ
る
の
は
｢第
%
条
｣
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

(管
理
費
等
の
過
不
足
)

第
卸
条

収
支
決
算
の
結
果
、
全
体
管
理
費
又
は
事
務
所
部
分
管
理
費
に
余
剰
を

生
じ
た
場
合
、
そ
の
余
剰
は
翌
年
度
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
に
充
当
す
る
。

2

全
体
管
理
費
等
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
全
体
管
理
組
合
は
、

区
分
所
有
者
に
対
し
て
第
銘
条
第
3
項
に
定
め
る
負
担
割
合
に
応
じ
て
、
そ
の

つ
ど
必
要
な
金
額
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

事
務
所
部
分
管
理
費
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
務
所
管
理
組

合
は
、
事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者
に
対
し
て
、
第
銘
条
第
3
項
に
定
め
る
負

担
割
合
に
応
じ
て
、
そ
の
つ
ど
必
要
な
金
額
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(預
金
口
座
の
開
設
)

第
銅
条

全
体
管
理
組
合
は
、
会
計
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
全
体
管
理
組
合
の

預
金
口
座
を
開
設
す
る
も
の
と
す
る
。

2

事
務
所
管
理
組
合
は
、
会
計
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
事
務
所
管
理
組
合
の

預
金
口
座
を
開
設
す
る
も
の
と
す
る
。

(借
入
れ
)

第
靴
条

全
体
管
理
組
合
は
、
第
26
条
第
1
項
に
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
必
要

な
範
囲
内
に
お
い
て
、
倍
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

事
務
所
管
理
組
合
は
、
第
“
条
第
1
項
に
定
め
る
業
務
を
行
う
た
め
必
要
な

範
囲
内
に
お
い
て
、
借
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(帳
票
類
の
作
成
、
保
管
)

第
船
条

理
事
長
は
、
全
体
管
理
組
合
の
会
計
帳
簿
、
什
器
備
品
台
帳
、
組
合
員

名
簿
及
び
そ
の
他
の
帳
票
類
を
作
成
し
て
保
管
し
、
区
分
所
有
者
又
は
利
害
関

係
人
の
理
由
を
付
し
た
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
閲
覧

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
き
、
相
当
の
日

時
、
場
所
等
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

組
合
長
は
、
事
務
所
管
理
組
合
の
会
計
帳
簿
、
什
器
備
品
台
帳
、
組
合
員
名

簿
及
び
そ
の
他
の
帳
票
類
を
作
成
し
て
保
管
し
、
事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者

又
は
利
害
関
係
人
の
理
由
を
付
し
た
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ

れ
ら
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
き
、

相
当
の
日
時
、
場
所
等
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
9
章

雑

則

(義
務
違
反
者
に
対
す
る
措
置
)

第
脳
条

区
分
所
有
者
又
は
占
有
者
が
建
物
の
保
存
に
有
害
な
行
為
そ
の
他
建
物

の
管
理
又
は
使
用
に
関
し
区
分
所
有
者
の
共
同
の
利
益
に
反
す
る
行
為
を
し
た

場
合
又
は
そ
の
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
区
分
所
有
法
第
劫
条

か
ら
第
60
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

(理
事
長
の
勧
告
及
び
指
示
等
)

第
髄
条

区
分
所
有
者
若
し
く
は
そ
の
所
有
す
る
専
有
部
分
に
お
い
て
勤
務
す
る

者
又
は
専
有
部
分
の
貸
与
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
占
有
す
る
専
有
部
分
に



お
い
て
勤
務
す
る
者

(以
下
｢区
分
所
有
者
等
｣
と
い
う
。)
が
、
法
令
、
規
約

又
は
附
属
規
程
に
違
反
し
、
又
は
対
象
物
件
内
に
お
け
る
共
同
生
活
の
秩
序
を

乱
す
行
為
を
行
っ
た
と
き
は
、
理
事
長
又
は
組
合
長

(事
務
所
管
理
組
合
の
管

理
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
第
3
項
に
お
い
て
同
じ
。)
は
、
理
事
会
又
は

役
員
会

(組
合
長
の
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
第
3
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
決

議
を
経
て
そ
の
区
分
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
是
正
等
の
た
め
必
要
な
勧
告
又

は
指
示
若
し
く
は
警
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2

区
分
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
す
る
占
有
部
分
に
お
い
て
勤
務
す
る
者
又
は
そ

の
所
有
す
る
専
有
部
分
の
貸
与
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
占
有
す
る
専
有
部

分
に
お
い
て
勤
務
す
る
者
が
前
項
の
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
是
正
等
の

た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

区
分
所
有
者
が
、
こ
の
規
約
若
し
く
は
附
属
規
程
に
違
反
し
た
と
き
又
は
区

分
所
有
者
若
し
く
は
区
分
所
有
者
以
外
の
第
三
者
が
敷
地
及
び
共
用
部
分
等
に

お
い
て
不
法
行
為
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
理
事
長
又
は
組
合
長
は
、
理
事
会
又

は
役
員
会
の
決
議
を
経
て
、
そ
の
差
止
め
又
は
排
除
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

容
口意
管
轄
裁
判
所
)

第
筋
条

こ
の
規
約
に
関
す
る
全
体
管
理
組
合
又
は
事
務
所
管
理
組
合
と
当
該
管

理
組
合
の
組
合
員
間
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
対
象
物
件
所
在
地
を
管
轄
す
る
○

○
地
方

(簡
易
)
裁
判
所
を
も
っ
て
、
第
一
審
管
轄
裁
判
所
と
す
る
。

(市
及
び
近
隣
住
民
と
の
協
定
の
遵
守
)

第
館
条

区
分
所
有
者
は
、
全
体
管
理
組
合
が
0
0
市
又
は
近
隣
住
民
と
締
結
し

た
協
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
誠
実
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(第
幻
条
関
係
)

1

分
譲
会
社
が
締
結
し
た
協
定
は
、
全
体
管
理
組
合
が
再
協
定
す
る
か
、

附
則
で
承
継
す
る
旨
規
定
す
る
か
、
い
ず
れ
か
と
す
る
。

2

協
定
書
は
規
約
の
別
添
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

3

こ
こ
で
い
う
協
定
と
し
て
は
、
公
園
、
通
路
、
目
隠
し
、
共
同
ア
ン
テ

ナ
、
電
気
室
等
の
使
用
等
を
想
定
し
て
い
る
。

(規
約
外
事
項
)

第
節
条

規
約
及
び
附
属
規
程
に
定
め
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
区
分
所
有
法
そ

の
他
の
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

2

規
約
、
附
属
規
程
又
は
法
令
の
い
ず
れ
に
も
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、

事
務
所
管
理
組
合
の
組
織
、
業
務
等
に
関
す
る
事
項
に
あ
っ
て
は
当
該
事
務
所

管
理
組
合
の
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
そ
の
他
の
事
項
に
あ
っ
て
は
、
全
体
総
会

の
決
議
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。

(規
約
原
本
)

第
的
条

こ
の
規
約
を
証
す
る
た
め
、
区
分
所
有
者
全
員
が
記
名
押
印
し
た
規
約

を
1
通
作
成
し
、
こ
れ
を
規
約
原
本
と
す
る
。

2

規
約
原
本
は
、
理
事
長
が
保
管
し
、
区
分
所
有
者
又
は
利
害
関
係
人
の
書
面

に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
つ
き
、
相
当
の
日
時
、
場
所
等
を
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

3

理
事
長
は
、
所
定
の
掲
示
場
所
に
、
規
約
原
本
の
保
管
場
所
を
掲
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
三
項
の
規
定
は
、
事
務
所
管
理
組
合
の
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
｢区
分
所
有
者
｣
と
あ
る
の
は

｢事
務
所
部
分
の
区
分
所
有
者
｣
と
、

｢理
事
長
｣
と
あ
る
の
は

｢組
合
長
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



附

則

(規
約
の
発
効
)

第
1
条

こ
の
規
約
は
、
平
成
○
年
○
○
月
○
○
日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

(管
理
組
合
の
成
立
)

第
2
条

全
体
管
理
組
合
及
び
事
務
所
管
理
組
合
は
、
平
成
○
年
○
○
月
○
○
日

に
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

(初
代
役
員
)

第
3
条

全
体
管
理
組
合
の
役
員
は
、
第
鞘
条
に
か
か
わ
ら
ず
理
事
○
名
、
監
事

○
名
と
し
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、
会
計
担
当
理
事
、
理
事
及
び
監
事
の
氏
名

は
別
紙
○

(略
)
の
と
お
り
と
す
る
。

2

事
務
所
管
理
組
合
の
役
員
は
、
第
野
条
に
か
か
わ
ら
ず
○
名
と
し
、
役
員
(組

合
長
及
び
監
事
を
含
む
。)
の
氏
名
は
別
紙
○

(略
)
の
と
お
り
と
す
る
。

3

前
二
項
の
役
員
の
任
期
は
、
第
錐
条
第
1
項
及
び
第
58
条
第
1
項
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
○
年
○
○
月
0
0
日
ま
で
と
す
る
。

(附
則
第
2
条
関
係
)

管
理
組
合
の
成
立
時
期
は
、
規
約
の
効
力
発
生
時
点
と
同
じ
く
、
最
初
に

事
務
所
ま
た
は
特
定
駐
車
場
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
時
と
す
る
。

(管
理
費
等
)

第
4
条

各
区
分
所
有
者
の
負
担
す
る
全
体
管
理
費
等
及
び
事
務
所
部
分
管
理
費

等
は
、
全
体
総
会
又
は
事
務
所
総
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
が
決
定
さ
れ

る
ま
で
は
、
第
“
条
第
3
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
別
紙
○

(略
)
の
額
と
す
る
。

(附
則
第
3
条
関
係
)

(附
則
第
1
条
関
係
)

規
約
の
効
力
発
生
時
点
は
、
最
初
に
事
務
所
又
は
特
定
駐
車
場
の
引
渡
し

が
あ
っ
た
時
と
す
る
。

1

建
物
の
完
成
時
点
に
お
い
て
、
入
居
者
の
大
半
が
決
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
入
居
前
に
総
会
を
開
催
し
て
規
約
お
よ
び
役
員
の
追
認
を
す
る
も

の
と
す
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
も
、
入
居
者
の
大
半
が
決
定
し
た

段
階
で
、
可
及
的
速
や
か
に
総
会
を
開
催
し
て
規
約
及
び
役
員
の
追
認
を

す
る
も
の
と
す
る
。

2

役
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
自
立
的
に
役
員
を
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
と
す
る
。

=== 1=====Il-欄III===========================-II========m ====訓=聞1========-==捌============湘



ド
ハ
イ
ウ
霊
孑
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
業
務
第
一
課
長
代
理

矢
沢

勝
生
褪が
ち#
ぜ

一

は
じ
め
に

高
速
道
路
の
通
行
料
金
の
支
払
い
が
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド

(以
下

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
力
!
ド
｣
と
い
う
。
)

は
、
昭
和
六
二
年
三
一月
に
常
磐
自
動
車
道

(三
郷
j
日

立
北
)
に
導
入
さ
れ
て
以
来
、
順
次
全
国
の
高
速
道
路
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
当
初

の
導
入
か
ら
二
年
五
カ
月
を
経
た
平
成
二
年
四
月
に
は
、

全
国
す
べ
て
の
高
速
道
路
で
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、

日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路
の
う
ち
、
高

速
道
路
の
通
行
料
金
と
合
わ
せ
て
料
金
徴
収
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
な
ど
、
八
道
路
で
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

(表
ー
参
照
)。

ま
た
、
平
成
元
年
三
月
か
ら
阪
神
高
速
道
路
の
豊
中
、

大
阪
空
港
、
中
之
島
、
平
成
元
年
一
一
月
か
ら
本
州
四
国

連
絡
橋
の
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
(早
島
j
坂
出
)、
大
鳴
門

全
通
行
台
数
に
占
め
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
利
用
台
数

橋
関
連
道
路
(津
名
一
宮
ー
鳴
門
)、
平
成
二
年
四
月
か
ら

の
割
合
も
導
入
後
、
時
間
が
経
過
す
る
と
と
も
に
上
昇
す

首
都
高
速
道
路
の
用
賀
、
永
福
、
川
口
、
八
潮
、
市
川
の

る
傾
向
に
あ
り
、
道
路
ご
と
に
利
用
率
の
推
移
を
み
る
と
、

各
集
約
料
金
所
で
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
共
通
に
利
用

導
入
当
初
三
ー
四
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
年
後
に
は
七

首
都
高
速
道
路
の
用
賀
、
永
福
、
川
口
、
八
潮
、
市
川
の

各
集
約
料
金
所
で
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
共
通
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
全
国
の
高
速
道
路
へ
の
導
入
が
完
了
し
た
現
在

の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

利
用
状
況

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
台
数
は
、
昭
和
六
二
年
度

が
六
八
万
台
(日
平
均
五
、
五
五
三
台
)、
昭
和
六
三
年
度

が
七
一
一
万
台
(日
平
均
一
九
、
四
七
九
台
)、
平
成
元
年

度
が
四
、
四
六
二
万
台

(日
平
均
三
一二
、
二
六
一
台
)、

平
成
二
年
四
月
の
日
平
均
が
二
〇
四
、
三
六
六
合
と
利
用

範
囲
の
拡
大
と
と
も
に
増
加
し
て
い
る

(図
ー
参
照
)。

剖

即

15

10

5

‐図

万

1 日平均ハイウェイカード利用台数

19 479

62年度 63年度 元年度

l22 261

年 4月



表 1 ハイウェイカード導入状況

運用開始

時 期

高 速 道 路 一般有料道路

道 路 名
月 間

導入延長
高速延長 導入区間 導入比率 道 路 名

62.12.1 常磐自動車道 (三郷~ 日立ネリ

km
142.3

km

4,091,7

km

142,3

%

3 .48

km

63.3 .24 常磐自動車道 (日立北~ いわき中央) 33,2 4,279,6 175.5 4 ,10

63.4 .25 関越自動車道 (練馬~ 湯沢) 168 ,8 4,279.6 344 .3 8.05

63.7 .20
関越自動車道 (湯沢~ 長岡) .北陸自動車道 (長岡

~ 新潟西)
130 .6 4,350 .l 474 .9 10.92

63.11.1 東関東自動車道 (全線) ･新空港自動車道 (全線) 78.4 4,395.4 553.3 12 ,59

京葉道路 36.7

千葉東金道路 16.1

1 .3 .1 東名高速道路 (全線) ･名神高速道路 (全線) 536 .O 4,406江 1,089 .3 24.72

1 .4 .20
中央自動車道 (全線) ･長野自動車道 (全線) ･東

北自動車道 (川口JC T ~ 那須)
552.4 4,406.1 1,641.7 37.26

東富士五湖

道路 18,O

1 .6 . 1

東北自動車道 (那須~ 青森) ,山形自動車道 (村田

JC T ~ 宮城川崎) ･八戸自動車道 (一戸 ~ 八戸) ･

北陸自動車道 (長岡JC T ~ 米原JC T )

1'000 .0 4,406 .1 2,64上7 59 ,96

1 ,7 .20

東名阪自動車道 (全線) ･伊勢自動車道 (全線) ･
東海北陸自動車道 (全線) '西名阪自動車道 (全線)

･近畿自動車道 (全線) ･中国自動車道 (吹田JC T

~ 津山) ･阪和自動車道 (松原JC T ~ 美原北) ･舞

鶴自動車道 (全線) ･大分自動車道 (湯布院~ 別府)

山形自動車道 (山形北~ 寒河江) ←(L .7 .26)

399.9 4,439,7 3,041.6 68 ,51 ゾ

1 ,9 .7 八戸自動車道 (安代JC T ~ 一戸) 26,8 4,484 .4 3,068 .4 68.42

1 ･10 .l

中国自動車道 (津山~ 下関) ･広島自動車道(全線)

･山陽自動車道(西条~ 廿日市JC T )(大竹JC T ~ 岩

国)(徳山西~ 山口JC T ) ･関門橋 (全線) ･ 九州自

動車道 (門司~ 八代) ･九州横断自動車道 (武雄北

方 ~ 鳥栖JC T ) ･大分自動車道 (鳥栖JC T ~ 朝倉)

浜田自動車道 (旭~ 浜田)←(1 10 .19)

809.1 4,501.8 3,877 .5 86 .13

広島岩国道路 7.9

北九州道路 25.7

北九州直方

道路 6.8

1 ･11. 1

山陽自動車道 (早島~ 福山東) ･高松自動車道(全

線)'松山自動車道 (全線)･高知自動車道(全線)･
九州自動車道(えびのJC T ~ 鹿児島) ･宮崎自動車道

(全線) 264,1 4,501.8 4,14l.6 92 .0O

武雄佐世保
道路 22.1

← (1.11.30)

1 .l2 ,7
九州自動車道 (八代 ~ 人吉)

米子自動車道 (江府~ 米子)← (上12,14)
56.1 4,557.9 4,197 ,7 92 ,10

2. 1 26 長崎自動車道 (長崎多良見~武雄北方) 56 .1 4,597.O 4,253 .8 92,53 長崎バイパス 11.2

2 .3 .10

大分自動車道 (朝倉~ 日田)

阪和自動車道 (岸和田和泉~ 海南) ･山陽自動車道

(竜野西~ 備前) ←(2 .3 ,29)

山陽自動車道 (徳山東~ 徳山西) ←(2.3 .30)

115.9 4,660 .5 4,369 ,7 93,76

51道路(68主2km ) 中

8道路(144.5km )
2 ,4 .22

道央自動車道 (全線) ･札樽自動車道 (全線) '沖

縄自動車道 (全線)
290 .8 4,660 .5 4,660 .5 100 ･00



j
八
%
、
二
年
後
に
は
三

j

一
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
率
の
上
昇
傾
向
は
導
入
後
二
年
五
カ
月
を
経
過
し
、

利
用
率
が
一
二
%
を
越
え
た
常
磐
自
動
車
道
に
お
い
て
も

今
な
お
続
い
て
お
り
、
最
終
的
に
ど
の
程
度
の
利
用
率
を

示
す
の
か
を
現
段
階
で
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況

に
あ
る

(図
2
参
照
)。

こ
れ
は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
一
度
使
っ
た
お
客
様

は
引
き
続
き
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
使
い
つ
づ
け
、
そ
う

し
た
お
客
様
が
時
間
が
経
過
す
る
と
と
も
に
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
便
利
な
カ
ー
ド
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。

利
用
状
況
を
や
や
詳
し
く
み
る
と
休
日
よ
り
も
平
日
の

方
が
利
用
率
が
高
い
こ
と
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
利
用

率
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
カ
ー
ド
は
高
速
道
路
を
頻
繁
に
利
用
す
る
お
客
様
に
よ

り
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド

を
利
用
す
る
理
由
と
し
て
｢支
払
い
が
簡
単
｣
｢割
引
が
あ

る
｣
｢小
銭
を
持
歩
く
必
要
が
な
い
｣
と
い
う
こ
と
を
あ
げ

る
人
が
多
く
、
逆
に
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
利
用
し
な

い
理
由
と
し
て
は

｢高
速
道
路
の
利
用
が
少
な
い
｣
と
い

う
こ
と
を
あ
げ
る
人
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

三

販
売
状
況

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
販
売
枚
数
は
、
昭
和
六
二
年
度

94

6

箙

　
　
　
･ 8 .11
.02

…元

図 2 道路別ハイウェイカード利用台数率 (昭和62年12月 ~ 平成元年 3月導入区間)

※北陸道 (長岡~ 米原) は平成元年 6 月導入



七
万
枚
(日
平
均
五
六
二
枚
)、
昭
和
六
三
年
度
五
八
万
枚

(日
平
均
一
、五
八
〇
枚
)、平
成
元
年
度
三
六
五
万
枚
(日

平
均
一
○
、
○
○
七
枚
)、
平
成
二
年
四
月
の
日
平
均
が
、

一
九
、
一
ニ
ニ
九
枚
と
利
用
の
伸
び
に
比
例
し
て
増
加
し
て

い
る

(図
3
参
照
)。

券
種
ご
と
の
販
売
枚
数
比
率
は
、
時
間
が
経
過
す
る
と

と
も
に
割
引
率
の
高
い
高
額
券
の
売
り
上
げ
比
率
が
高
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
元
年
度
で
は
千
円
券
七
･
二
%
、

三
千
円
券
二
･
三
%
、
五
千
円
券

(二
百
円
割
引
)
九
ゞ

一%
、
一
万
円
券

(五
百
円
割
引
)
三
八
･
二
%
、
三
万

円
券

(二
千
五
百
円
割
引
)
四
三
･
二
%
と
な
っ
て
い
る

(表
2
参
照
)。

こ
れ
は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲
が
拡
大
し
、

高
額
券
を
購
入
し
て
も
短
期
間
に
使
い
切
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
原
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

562

62年度 63年度 元年度 2年 4月

日平均ハイウェイカード販売枚数

10 007

19 239

お

10

5

国
が
、
お
客
様
が
は
じ
め
て
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
購
入
す

る
と
き
は
や
や
金
額
の
低
い
券
種
を
購
入
し
、
次
に
購
入

す
る
と
き
は
、
よ
り
割
引
率
の
よ
い
高
額
券
を
購
入
す
る

も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
利
用

が
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
数
字
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
販
売
状
況
を
販
売
場
所
別
に
み

る
と
、
S
A
･
P
A
の
売
店
な
ど
高
速
道
路
内
で
販
売
さ

れ
た
も
の
が
、
全
体
の
八
五
%
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

高
速
道
路
外
で
の
販
売
に
つ
い
て
は
販
売
店
の
拡
充
な
ど

の
努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
や
は
り
ハ
イ
ウ
ェ

イ
力
J
ド
は
ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
で
購
入
す
る
と
い
う
お
客

様
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

表 2 券種別販売枚数比率の推移

62年度 63年度 元年度 2年4月

1
,
000円券

%

2

/、
リム

%

9

(
12

%

2

′、
ワJ

%

3

′、
リリ

3
,
000円券 榔 鋤 第 鬘
5
,
000円券 第 稀 鋭 鰡
10
,
000円券 瑯 糒 艘 猟
30
,
000円券 加 綿 鰡 燥

四

お
わ
り
に

ィ

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
登
場
し
て
か
ら
二
年
半
、
す
で

に
全
国
の
高
速
道
路
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
用

率
も
し
だ
い
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
P
R
に
よ
っ
て
知
名
度

も
あ
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
知
っ
て
は
い
て
も
利
用
し
て

み
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
人
も
多
い
よ

う
で
あ
る
。
一
度
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
便
利

さ
を
認
識
し
て
も
ら
え
、
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
レ
ジ
ャ
ー
客
を
中
心
と

し
た
P
R
活
動
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
工

夫
す
る
な
ど
魅
力
の
あ
る
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
カ
ー
ド
の
一
層
の
普
及
に
向
け
努
力
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。



道
路
は
、
国
民
経
済
を
支
え
、
国
民
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
が
、
水
や
空
気
の
よ
う
に
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
。
一
方
、
明
日
を
め
ざ
し
た
道
路
作
り
、
円
滑

な
道
路
整
備
･
道
路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

国
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
道
路

の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛

護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、｢道

の
日
｣
で
す
。

｢道
の
日
｣
が
八
月

一
〇
日
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、

①
七
〇
年
前
の
大
正
九

(
一
九
二
0
)
年
八
月
一
〇

日
に
我
が
国
で
最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長
期

8月10日

計
画
で
あ
る
第
一
次
道
路
改
良
計
画
が
緒
に
つ
い
た

こ
と
、
②
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
(八
月
一
日
j
三

一
日
)
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り

ま
す
。
｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年
三

月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い
て
、｢今
後
の

道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の
理
解

と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
道
路

整
備
の
目
標
を
わ
か
り
や
す
い
指
標
で
国
民
の
前
に

示
す
こ
と
や
、
"道
の
日
“を
定
め
る
な
ど
道
路
に
関

す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。｣

と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
六
一
年
一
月
二
八

日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か
ら
、
｢明
日
を
目

指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な
道
路
整
備
･
道
路
管

理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等
を
図
る
た
め
に

は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
｢道
の
日
｣
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て
道
の
意

義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の

精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣
と
の

提
言
が
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、

建
設
省
で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
向
け
検
討
を
続

け
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日
を
｢道
の
日
｣

と
し
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
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(
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道
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で
、
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沖殺h蕨シ鋼)ヌ禎力めラト

ド

露

遊
外
m周

ス

r

ー

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

｢道
の
日
｣
は
昭
和
六
一
年
度
に
制
定
さ
れ
て
以

来
、
中
央
、
地
方

(地
方
公
共
団
体
、
地
方
建
設
局
、

関
係
公
団
等
)
と
も

｢道
の
日
｣
に
は
毎
年
様
々
な

行
事
や
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
央
行
事

と
し
て
行
っ
た
も
の
の
う
ち
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

て

課建設省道路局道路総務課

r道の日 ｣｣
いこ



五
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
行
事
を

③

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

④

暮
ら
し
と
道
路
展

予
定
し
て
い
ま
す
。

開

催

日

八
月
一
○
日

開
催
日

①

｢道
の
日
｣
記
念
式
典

開
催
日

八
月
一
〇
日

開
催
場
所

有
楽
町
マ
リ
オ
ン
朝
日
ホ
ー
ル

内

容

未
来
の
道
に
託
す
る
人
々
の
夢

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め
た

｢夢
ロ
ー
ド
錠
｣

の
作
品
の
中
か
ら
建
設
大
臣
賞
一
点
そ
の
他

一
五
点
の
入
賞
作
品
の
表
彰
･
講
評
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
道
に
ち
な
ん
だ
音
楽
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

②

｢道

の
日
｣
ス
ト
リ
ー
ト

･
ジ
ャ
ズ

･
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
日

八
月
一
〇
日

開
催
場
所

未
定

内

容

も
と
も
と
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の

街
頭
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
デ
ィ
キ
シ
ー

･
ス
タ
イ
ル
の
ジ

ャ
ズ

･
バ
ン
ド
を
集
め
て
、
演
奏
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日

八
月
一
〇
日

開
催
場
所

新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
･
ス
ク
エ

ア
、
渋
谷
1
0
9
広
場

内

容

ち
ら
し
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
、

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
の
実
施
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
す
。

、、、"ゞ′

開
催
日

八
月
九
日
j
一
九
日

開
催
場
所

N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
展
示
プ

ラ
ザ
内

｢
N
H
K
ぎ
や
ら
り
ー
｣

内

容

人
々
の
生
活
と
深
い
つ
な
が
り

を
も
つ
道
路
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
分
か
り

や
す
く
展
示
･
解
説
す
る
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。

7‘ペソ



燃
凝
週
灘
法
脆
行
霧

毬部
を
諫
正
す
る
檄
令
』

蘂
諜
び

』
椴
国
道
の
指
定
区
間
皹
指
定
す
る

政
令
◎
㈱部
を
讓
正
禰
る
蹠
令
』
に
つ
い
て道路

法
令
研
究
会

有
す
る
物
品
は
す
べ
て
消
防
法
の
規
制
対
象
と
な
っ

た
の
で
、
関
係
条
文
を
削
除
す
る
こ
と
。

一

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
六
号
関
係
)

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(平
成
二
年

1

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
規

④

各
号
に
規
定
す
る
危
険
物
が
重
複
し
な
い
よ
う
調

政
令
第
百
十
六
号
)
は
、
平
成
二
年
五
月
一
六
日
公
布
さ

定
の
整
備

整
す
る
規
定
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
の
を
や
め
、
い
ず

れ
、
五
月
二
三
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

=

改
正
消
防
法
の
施
行
に
伴
い
、
本
政
令
に
お
け
る

れ
か
の
号
へ
の
該
当
性
を
も
っ
て
規
制
対
象
と
す
る

今
回
の
改
正
は
、
昭
和
六
三
年
に
行
わ
れ
た
消
防
法
の

例
示
物
品
が
、
消
防
法
対
象
物
品
に
該
当
す
る
こ
と

こ
と
と
す
る
こ
と
。

一
部
改
正
に
伴
い
、
道
路
管
理
者
が
水
底
ト
ン
ネ
ル
等
に

と
な
る
の
で
、
こ
れ
を
消
防
法
の
適
用
を
受
け
る
こ

お
い
て
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、
ま

と
の
な
い
物
品
に
変
え
る
こ
と
。

2

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
の
適
用
を
受
け
る
毒
物
及
び

た
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
危
険
物
の
範
囲
に

(第
十
九
条
の
五
第
五
号
関
係
)

劇
物
は
全
て
通
行
制
限
の
対
象
と
で
き
る
よ
う
に
す
る

つ
い
て
見
直
し
を
行
う
等
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

ジ
エ
チ
ル
亜
鉛
↓
ジ
シ
ラ
ン

こ
と
。

(第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
三
号
関
係
)

る
。

②

規
制
対
象
に
つ
い
て
改
正
消
防
法
と
の
整
合
性
を

改
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図
る
た
め
、
改
正
消
防
法
の
定
義
規
定
を
引
用
す
る

3

そ
の
他

形
に
改
め
る
こ
と
。

例
示
物
品
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
適
当
な
物
品
に
変

③

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
一
定
の
酸
化
の
危
険
性
を

更
す
る
こ
と
。

銘



(第
十
九
条
の
五
第
四
号
、
第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
七

塩
化
ア
セ
チ
ル
↓
四
塩
化
け
い
素

号
)

ふ
つ
か
弗
化
種
素
酸

↓
オ
キ
シ
塩
化
り
ん

イ
ペ
リ
ッ
ト

↓
ホ
ス
ゲ
ン

〔道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
表
〕

0
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
七
年
政
令
第
四
七
九
号
)
(抄
)

改

正

案

現

行

(車
両
の
通
行
の
禁
止
)

第
十
九
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
を

禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
火
薬
類
取
締
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
火
薬
類

(以
下
こ

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

｢火
薬
類
｣
と
い
う
。
)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
j
ハ

(略
)

二

(略
)

三

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
)第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
｢毒
物
｣
と
い
う
。)
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
劇
物

(次

条
に
お
い
て

｢劇
物
｣
と
い
う
。
)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
i
ホ

(略
)

四

毒
物
以
外
の
物
品
で
、
チ
オ
ホ
ス
ゲ
ン
、
ホ
ス
ゲ
ン
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を
有

す
る
も
の

五

消
防
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
)
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物
以
外
の
物

品
で
、
塩
化
ア
セ
チ
レ
ン
、
ジ
シ
ラ
ン
そ
の
他
水
又
は
空
気
と
作
用
し
て
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の

発
火
性
を
有
す
る
も
の

(車
両
の
通
行
の
制
限
)

第
十
九
条
の
六

道
路
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
う
ち
水
底
ト
ン
ネ
ル
を
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
を
、
道
路
管
理
者
の
定
め
る
種
類
に
属
し
、
か
つ
、
積
載
す
る
危
険
物
の

容
器
、
容
器
へ
の
収
納
方
法
及
び
包
装

(次
条
に
お
い
て

｢容
器
包
装
｣
と
い
う
。)、
積
載
数
量
並
び

に
積
載
方
法
が
道
路
管
理
者
の
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
限
る
こ
と
が
で
き
る
。

(車
両
の
通
行
の
禁
止
)

第
十
九
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
水
底
ト
ン
ネ
ル
の

通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

火
薬
類
取
締
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
火
薬
類

(以
下
本

条
及
び
次
条
に
お
い
て

｢
火
薬
類
｣
と
い
う
。)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
ー
ハ

(略
)

二

(略
)

三

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
)第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物

(以
下
本
条
及
び
次
条
に
お
い
て
｢毒
物
｣
と
い
う
。)
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
劇
物

(以
下

次
条
に
お
い
て

｢劇
物
｣
と
い
う
。
)
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
ー
ホ

(略
)

四

毒
物
以
外
の
物
品
で
、
チ
オ
ホ
ス
ゲ
ン
、
イ
ペ
リ
ッ
ト
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を

有
す
る
も
の

五

次
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
塩
化
ア
セ
チ
レ
ン
、
ジ
エ
チ
ル
亜
鉛
そ

の
他
水
又
は
空
気
と
作
用
し
て
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
発
火
性
を
有
す
る
も
の

(車
両
の
通
行
の
制
限
)

第
十
九
条
の
六

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
う
ち
水
底
ト
ン
ネ

ル
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
を
、
道
路
管
理
者
の
定
め
る
種
類
に
属
し
、
か
つ
、
積
載
す
る
危

険
物
の
容
器
、
容
器
へ
の
収
納
方
法
及
び
包
装

(以
下
次
条
に
お
い
て
｢容
器
包
装
｣
と
い
う
。)、
積

載
数
量
並
び
に
積
載
方
法
が
道
路
管
理
者
の
定
め
る
要
件
を
み
た
し
て
い
る
も
の
に
限
る
こ
と
が
で
き

る
o

お



一
･
二

(略
)

三

毒
物
又
は
劇
物

四

毒
物
及
び
劇
物
以
外
の
物
品
で
、
ク
ロ
ル
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン
、
モ
ノ
ク
ロ
ル
ア
セ
ト
ン
そ
の
他
こ

れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を
有
す
る
も
の

五

消
防
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物

(同
法
別
表
に
掲
げ
る
第
四
類
の
危
険
物
に
あ
っ
て

は
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

(昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
)
第
一
条
の
六
に
規
定
す

る
引
火
点
を
測
定
す
る
試
験
に
お
い
て
、
一
気
圧
に
お
い
て
、
引
火
点
が
七
十
度
未
満
の
温
度
で
測

定
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
)

六

四
塩
化
け
い
素
、
オ
キ
シ
塩
化
り
ん
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
腐
食
性
を
有
す
る
も
の

七

マ
ッ
チ

八

前
条
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

2

(略
)

一
･
二

(略
)

三

毒
物
又
は
劇
物

(毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
別
表
第
二
第
一
号
、
第
三
号
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
、

第
十
八
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、

第
三
十
四
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
五
十
一
号
並
び
に
毒
物
及
び
劇
物
指
定
令

(昭
和
三
十
一
年
政

令
第
百
七
十
九
号
)
第
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
劇
物
を
除
く
。)

四

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
ク
ロ
ル
ア
セ
ト
フ
エ
ノ
ン
、
モ
ノ
ク
ロ
ル
ア
セ
ト
ン
そ
の

他
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
毒
性
を
有
す
る
も
の

五

消
防
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
)
別
表
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

第
一
類
か
ら
第
三
類
ま
で
及
び
第
六
類
の
品
名
の
欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
第
三
号
に
掲
げ
る

も
の
以
外
の
も
の

ロ

第
四
類
の
品
名
の
欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち

｢ア
ー
ベ
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
｣
又
は

｢
ペ
ン
ス
キ
ー

マ
ル
テ
ン
ス
｣
引
火
点
測
定
器
を
用
い
て
、
七
百
六
十
ミ
リ
メ
i
ト
ル
の
気
圧
に
お
い
て
、
引
火

点
が
七
十
度
未
満
の
も
の

ハ

第
五
類
の
品
名
の
欄
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

六

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
重
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
そ
の
他

こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
酸
化
性
を
有
す
る
も
の

ふ
つ

け
い

七

第
三
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
物
品
で
、
塩
化
ア
セ
チ
ル
、
弗
化
珪
素
酸
そ
の
他
こ

れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
腐
食
性
を
有
す
る
も
の

八

マ
ッ
チ

九

前
条
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の

2

(略
)

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令

(平
成
二
年
政
令
第
百
五
十
一
号
)は
、平
成

二
年
六
月
八
日
公
布
さ
れ
、
六
月
一
四
日
よ
り
施
行
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
管
理
の
う
ち
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧

そ
の
他
の
管
理
は
、
政
令
で
定
め
る
指
定
区
間
内
に
つ
い

て
は
建
設
大
臣
が
行
い
、
そ
の
他
の
区
間
に
つ
い
て
は
都

道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(道
路
法
第
十

三
条
第
一
項
)
が
、
本
政
令
は
、
一
般
国
道
二
三
号
を
始

め
と
す
る
五
路
線
に
つ
い
て
、
指
定
区
間
を
追
加
し
て
指

定
す
る
等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
三
三

年
政
令
第
百
六
十
四
号
)
は
、
緊
急
か
つ
効
率
的
な
幹
線

道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
国
道
の
一
定
区
間
に

つ
い
て
、
建
設
大
臣
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他

二

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令



の
管
理
を
行
う
こ
と
と
す
る
指
定
区
間
制
度
の
創
設
に
伴

三
〇
号
)、
②
地
名
、
地
番
の
変
更
等

(
一
般
国
道
六
号
、

道
の
現
道
延
長
四
四
、
一
五
〇
蝿

(供
用
済
四
四
、
0
七

い
、
昭
和
三
三
年
に
制
定
さ
れ
、
以
来
毎
年
度
改
正
が
行

四
五
号
、
四
七
号
、
四
八
号
、
四
九
号
、
一
五
三
号
)
で

五
如
)
に
対
し
指
定
率
は
四
四
･
二
%

(供
用
済
四
四
･

わ
れ
て
い
る
。

あ
る

(別
表
参
照
)。

一%
)
と
な
っ
た
。

今
回
の
改
正
の
内
容
は
、①
指
定
区
間
の
追
加
指
定
(
一

こ
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
区
間
総
延
長
は
、
一
九
、
五

般
国
道
二
三
号
、
四
三
号
、
一
五
三
号
、
一
九
六
号
、
三

○
八
緬

(供
用
済
一
九
、
四
三
三
如
)
と
な
り
、
一
般
国

〔
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
表
〕

四
十
六
号

四
十
五
号

四
十
三
号

二
十
四
号
~

四
十
二
号

二
十
三
号

七

~

号

二
十
二
号

六

号
掛
男

路
線

名

略

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
九
番
二
か
ら
青
森
市
長
島
二
丁
目
十
番
二
ま
で

大
阪
市
西
成
区
出
城
一
丁
目
一
番
か
ら
神
戸
市
灘
区
岩
屋
南
町
三
番
ま
で

略

豊
橋
市
神
野
新
田
町
字
ワ
ノ
割
四
十
三
番
五
か
ら
同
市
前
芝
町
字
宇
塚
二
十
二
番

四
ま
で
及
び
安
城
市
城
ヶ
入
町
立
出
二
十
七
番
二
か
ら
伊
勢
市
宇
治
今
在
家
町
字

作
楽
百
二
十
番
一
ま
で

略

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
か
ら
仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
二
丁
目
三
番
二
十
七
ま
で

略

指

定

区

間

四
十
六
号

四
十
五
号

四
十
三
号

二
十
四
号
~

四
十
二
号

二
十
三
号

七

号
~

二
十
二
号

六

号
掛壽

路

線
名

略

仙
台
市
本
町
三
丁
目
九
番
二
か
ら
青
森
市
長
島
二
丁
目
十
番
二
ま
で

大
阪
市
西
成
区
北
津
守
二
丁
目
九
番
二
か
ら
神
戸
市
灘
区
岩
屋
南
町
三
番
ま
で

略

豊
橋
市
神
野
新
田
町
字
ワ
ノ
割
四
十
三
番
五
か
ら
同
市
前
芝
町
字
宇
塚
二
十
二
番

四
ま
で
及
び
安
城
市
和
泉
町
中
北
二
十
三
番
二
か
ら
伊
勢
市
宇
治
今
在
家
町
字
作

楽
百
二
十
番
}
ま
で

略

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
か
ら
仙
台
市
日
の
出
町
二
丁
目
三
番
の
二
十
七
ま
で

略

指

定

区

間

0

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
六
十
四
号
)
(抄
)



○○

四
十
七
号

四
十
八
号

四
十
九
号

五
十
号
　

百
四
十
一号

百
五
十
三
号

百
五
十
五
号
　

百
九
十
二
号

百
九
十
六
号

二
百
,
号
　

三
百
二
十
九
号

三
百
三
十
号

三
百
三
十
一号

　

四
百
九
号

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
二
丁
目
三
番
二
十
七
か
ら
酒
田
市
大
字
落
野
目
字
広

野
十
番
五
ま
で

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
九
番
二
か
ら
山
形
市
飯
田
西
四
丁
目
四
百
四
十
一
番

五
ま
で

い
わ
き
市
平
字
十
五
町
目
十
一
番
二
か
ら
新
潟
市
明
石
二
丁
目
七
十
八
番
の
一ま
で

略

名
古
屋
市
天
白
区
植
田
西
三
丁
目
千
百
二
十
四
番
か
ら
愛
知
県
北
設
楽
郡
稲
武
町

大
字
稲
橋
字
寺
下
九
番
七
ま
で
及
び
長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
五
千
四
十
五
番
三

か
ら
飯
田
市
鼎
一
色
百
四
十
三
番
一
ま
で

略

松
山
市
大
手
町
一
丁
目
一
番
六
か
ら
愛
媛
県
周
桑
郡
小
松
町
大
字
新
屋
敷
字
西
町

裏
甲
五
百
二
十
七
番
六
ま
で

(今
治
市
片
山
字
曽
根
二
百
三
十
八
番
三
か
ら
同
市

常
盤
町
四
丁
目
二
番
一
を
経
て
同
市
旭
町
五
丁
目
四
番
九
ま
で
を
除
く
。
)

略

沖
縄
市
照
屋
一
丁
目
二
十
九
番
か
ら
宜
野
湾
市
字
嘉
数
東
原
四
百
四
十
ヨ
番
一
ま

で
及
び
那
覇
市
古
波
蔵
二
丁
目
二
百
七
十
三
番
四
か
ら
同
市
旭
町
四
十
六
番
ま
で

略

三
百
三
十
一
号

~

四
百
九
号

三
百
三
十
号

二
百

号
~

三
百
二
十
九
号

百
九
十
六
号

百
五
十
五
号

~

百
九
十
二
号

百
五
十
三
号

五
十
号

百
四
十
一号

四
十
九
号

四
十
八
号

四
十
七
号

略

沖
縄
市
照
屋
一
丁
目
二
十
九
番
か
ら
浦
添
市
字
西
原
野
田
原
四
百
四
十
六
番
一
ま

で
及
び
那
覇
市
古
波
蔵
二
丁
目
二
百
七
十
三
番
四
か
ら
同
市
旭
町
四
十
六
番
ま
で

略

及
び
同
市
旭
町
五
丁
目
四
番
九
か
ら
愛
媛
瑛
尾
桑
郡
小
松
町
大
字
新
屋

裏
甲
五
百
二
十
六
番
の
一
ま
で

松
山
市
大
手
町
一
丁
目
一
番
六
か
ら
今
治
市
小
泉
字
横
丁
二
百
三
十
七
番
四
ま
で

略

名
古
屋
市
天
白
区
天
白
町
大
字
植
田
字
中
川
原
九
十
四
番
の
一
か
ら
愛
知
県
北
設

楽
郡
稲
武
町
大
字
稲
橋
字
寺
下
九
番
七
ま
で
及
び
長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
三
千

十
五
番
四
十
七
か
ら
飯
田
市
鼎
一
色
百
四
十
三
番
一
ま
で

略

い
わ
き
市
平
字
十
五
町
目
十
二
番
三
か
ら
新
潟
市
明
石
二
丁
目
七
十
八
番
の
一ま
で

仙
台
市
本
町
三
丁
目
九
番
二
か
ら
山
形
市
飯
田
西
四
丁
目
四
百
四
十
一
番
五
ま
で

仙
台
市
日
の
出
町
二
丁
目
三
番
の
二
十
七
か
ら
酒
田
市
大
字
落
野
目
字
広
野
十
番

五
ま
で

四
十
七
号

難

易

“
ロ
ー
'
“
'
“
の
-‐
‘
“
“
“
“
“
奢

學

“
“
‐
“



県山歌和

和
歌
山
県
伊
都
郡
の
西
南
に
位
置

し
、
ま
た
、
海
抜
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

か
ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
連

峰
が
累
積
し
、
総
面
積
の
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
山
林
が
占
め
る
高
地

で
も
あ
る
高
野
町
ゞ
そ
の
中
心
地
で

あ
る
高
野
山
は
、
弘
仁
七
年

(八
一

六
)
に
弘
法
大
師
が
真
言
密
教
の
根

本
道
場
と
し
て
開
創
し
た
聖
地
で
あ

り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
金
剛

峯
寺
不
動
堂
を
始
め
と
す
る
諸
堂
を

建
立
、
今
日
仏
都
の
基
礎
を
築
い
た
。

現
在
で
は
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
な

ど
点
数
に
し
て
数
万
点
を
数
え
、
密

教
文
化
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
霊
場
高
野
山
の
麓
に
位
置

す
る
九
度
山
町
は
、
自
然
条
件
を
生

か
し
た
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、

な
か
で
も
、
柿
は
そ
の
品
質
の
良
さ

に
定
評
が
あ
り
"九
度
山
の
富
有
柿
"

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

九
度
山
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
る
竜

王
渓
(通
称
、
雨
の
森
)、
九
度
山
町

慈
尊
院
か
ら
高
野
山
奥
の
院
に
至
る

国
の
史
跡
で
あ
る
高
野
町
石
道
、
そ

し
て
、
弘
仁
年
間

(八
一
0
j
八
二

,

山増
-

　
　

　

　

　　　　

至
和
歌
山

高野口

@
路
線
名
--
-
!
県
道
高
野
高
野
口
線
･
県
道
海
南
高
野
線
(高
野
山
道
路
)

の
区
間
'ー
ー
ー
ー
,伊
都
郡
九
度
山
町
下
古
沢
j
高
野
町
高
野
山
(16
1
3
躯
)

ゅ
問
合
せ
先
･-
-
{和
歌
山
県
土
木
部
道
路
維
持
課
飜
0
7
3
4
･
3
2
･
4
1
1
1

⑭
交
通
機
関
JI
I
J
R
高
野
口
駅
か
ら
徒
歩
で
1
時
間
･
橋
本
か
ら
ク
ル
マ
で
20
分

ゅ
主
な
観
光
地
I
金
剛
峯
寺
･
奥
の
院
･
学
文
館
･
大
師
･
丹
生
都
比
売
神
社
･
若
処
称
院
･
慈
尊
院

四
)
に
弘
法
大
師
が
大
師
の
母
公
廟

と
し
て
建
立
し
た
慈
尊
院
本
尊
の
弥

勒
菩
薩
像

(国
宝
)
な
ど
と
い
っ
た

文
化
財
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

当
道
路
は
、
霊
場
高
野
山
へ
の
主

要
地
方
道
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
自
動
車
輸
送
の
急
速
な
発
達
、

あ
る
い
は
、
高
野
山
内
へ
の
物
資
輸

送
、
内
外
の
観
光
客
参
拝
人
を
誘
い

よ
せ
る
た
め
の
近
代
的
自
動
車
道
路

の
新
設
が
強
く
望
ま
れ
る
な
か
で
当

県
は
、
昭
和
二
七
年

(
一
九
五
二
)

道
路
整
備
特
別
措
置
法
制
定
後
た
だ

ち
に
有
料
道
路
と
し
て
地
元
民
協
力

の
も
と
、
昭
和
二
九
年
(
一
九
五
四
)

三
月
、
九
度
山
町
下
古
沢
を
起
点
と

し
て
工
事
に
着
手
し
、
延
長
約
二
･

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
了
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
道
路
公
団
が
引
き

継
ぎ
、
昭
和
三
四
年

(
一
九
五
九
)

六
月
、
第
一
期
工
事
と
し
て
下
古
沢

-
細
川
間
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完

日本の道倖00選より
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成
し
、
一
部
営
業
を
始
め
、
更
に
、

昭
和
三
五
年

(
一
九
六
0
)
七
月
、

第
二
期
工
事
細
川
-
大
門
間
約
一
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
成
し
、
一
般
有

料
道
路
、
通
称

｢高
野
山
道
路
｣
と

し
て
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全
線
供
用

開
始
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
二
年

(
一
九
八

　　　　
泳が彎　　　　　　　　　

　
　
　
　
　

＼
…

　
　
　
　

も

ぎ
き

転
載
〕･
門

‘“
〆

大

七
)
四
月
一
日
付
け
で
和
歌
山
県
県

道
(県
道
名
、
県
道
高
野
高
野
口
線
･

県
道
海
南
高
野
線
)
と
し
て
和
歌
山

県
に
移
管
し
、
無
料
開
放
さ
れ
る
ま

で
の
二
六
年
余
り
の
間
、
霊
場
高
野

山
へ
の
観
光
道
路
と
し
て
、
ま
た
、

沿
道
の
交
通
運
輸
上
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
す
な
ど
、
高
野
山
お
よ
び

そ
の
周
辺
の
山
間
集
落
を
結
ぶ
生
活

道
路
と
し
て
機
能
性
を
発
揮
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

無
料
開
放
後
は
、
輸
送
能
率
の
上

昇
に
伴
い
、
奥
地
の
森
林
資
源
も
順

調
に
開
発
さ
れ
、
ま
た
、
利
用
度
も

さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
ま
す
高
野
山

へ
の
観
光
、
社
会
産
業
活
動
を
支
え

高野山道路沿いの町石道の卒塔婆石

日本の道倖00選より“雲#髪0↑'ネクト“鳳孑ホイト



る
動
脈
と
し
て
発
展
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

歴
代
の
天
皇
や
法
皇
、
関
白
や
将

軍
を
は
じ
め
と
し
、
一
般
庶
民
な
ど

が
千
余
年
の
間
ふ
み
か
た
め
て
き
た

表
街
道
と
い
わ
れ
る
国
定
史
跡

｢高

野
町
石
道
｣
に
は
、
今
も
一
町

(約

一
〇
九
メ
ー
ト
ル
)
ご
と
に
花
こ
う

岩
の
卒
塔
婆
石

(二
一
六
基
)
が
、

は
え
し
げ
っ
た
雑
草
の
中
に
、
ひ
っ

そ
り
と
影
を
落
と
し
て
い
る
。

当
道
路
は
、
こ
の
参
道
と
交
差
、

重
複
し
て
お
り
道
路
沿
い
に
も
こ
の

石
柱
が
随
所
に
見
ら
れ
る
、
歴
史
を

秘
め
た
道
で
も
あ
る
。

当
路
線
は
、
標
高
差
約
八
0
○
〆

-
ト
ル
を
約

一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

道
程
で
一
気
に
走
り
上
る
た
め
、
季

節
の
ず
れ
か
ら
四
季
折
々
に
特
徴
あ

る
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
道
路
建
設

当
時
、
沿
道
に
植
樹
さ
れ
た
サ
ク
ラ

も
老
木
と
な
り
、
春
に
は
山
麓
か
ら

山
頂
へ
と
一
か
月
近
く
の
間
桜
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
夏
は
緑
に

映
え
、
山
頂
で
は
杉
木
立
を
吹
き
抜

け
る
涼
風
の
さ
わ
や
か
さ
に
避
暑
に

き窄
ん、

訪
れ
る
人
も
大
勢
い
る
。
秋
の
訪
れ

は
早
く
、
萩
や
野
菊
の
開
花
と
と
も

に
紅
葉
が
山
頂
か
ら
徐
々
に
山
麓
へ

と
山
肌
を
彩
り
、
冬
に
は
う
っ
す
ら

と
雪
化
粧
し
た
山
に
樹
氷
が
輝
き
、

高
野
山
を
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
野
山
道
路
は
歴

史
と
文
化
に
満
ち
た
霊
場
高
野
山
へ

通
じ
、
こ
こ
か
ら
周
辺
地
域
へ
結
ぶ

主
要
な
観
光
社
会
産
業
道
路
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る

価
値
の
高
い
道
路
で
あ
る
。

県道を横断する南海電気鉄道の鉄道橋



一

は
じ
め
に

道
路
は
八
の
移
動
、
物
資
の
輸
送
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
施
設
で
あ
る
が
、
単
に

交
通
空
間
と
し
て
だ
け
で
な
く
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、

水
道
、
地
下
鉄
等
の
公
益
施
設
の
収
容
空
間
と
し
て

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
都
市
空
間
の
有
効
利

用
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
各

種
公
益
施
設
が
道
路
の
地
下
空
間
に
収
容
さ
れ
、
都

市
機
能
を
確
保
す
る
生
命
線
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
各
種
公
益
施
設
を
効
率
的
か
つ
機
能

的
に
整
理
集
約
し
て
、
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な

道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
共
同

溝
の
整
備
に
対
す
る
社
会
的
要
請
を
う
け
、
中
部
地

建
に
お
い
て
も
名
古
屋
市
内
を
中
心
に
積
極
的
に
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

二

管
内
に
お
け
る
共
同
溝
事
業
の
概
要

1

事
業
の
概
要

管
内
の
共
同
溝
事
業
は
、
名
古
屋
市
を
中
心
と
し

た
愛
知
共
同
溝
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
名

古
屋
市
の
外
周
を
一
巡
す
る
名
古
屋
環
状
二
号
線

(
一
般
国
道
三
〇
二
号
)
と
、
そ
の
内
側
か
ら
放
射

状
に
伸
び
る
一
般
国
道
を
対
象
と
し
た
放
射
環
状
形

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
は
昭
和
四
五
年
に
着
手
し
て
以
来
、
一
般
国

道
一
号
、
一
九
号
、
二
二
号
、
四
百
万
、
三
〇
二
号

の
五
路
線
に
つ
い
て
共
同
溝
参
加
企
業
者
の
計
画
、

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
、
名
古
屋
都
市
高
速
道
路

等
の
関
連
す
る
事
業
と
の
進
度
調
整
を
図
り
な
が
ら

整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
元
年
度
末
の
共
同
溝
本

体
完
成
延
長
は
約
三
○
如
と
な
っ
て
い
る
。

2

事
業
の
推
移

前
述
の
と
お
り
愛
知
共
同
溝
は
、
昭
和
四
五
年
に

名
古
屋
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
中
区
錦
三
丁
目
の

一
般
国
道
一
九
号
桜
通
り
で
事
業
着
手
し
て
以
来
、

一
八
年
が
経
過
し
て
い
る
。

事
業
着
手
か
ら
昭
和
五
〇
年
度
ま
で
は
、
年
間
の

全
体
工
事
費
が
一
〇
億
円
台
で
ほ
ぼ
横
バ
イ
傾
向
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
五
一
年
度
以
降
、
街
路
拡
幅
･
名

古
屋
都
市
高
速
道
路
事
業
･
地
下
鉄
事
業
等
の
関
連

事
業
と
の
調
整
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
年
間

三
0
-
四
〇
億
円
の
事
業
費
を
投
じ
事
業
執
行
し
て

い
る
。

一
方
、
整
備
延
長
に
つ
い
て
は
昭
和
四
八
、
四
九

年
当
時
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
を
受
け
た

も
の
の
、
ほ
ぼ
直
線
的
に
増
加
し
、
年
間
約
一
･
五

虹
の
ペ
ー
ス
で
整
備
を
進
め
て
い
る

(表
1
)。

3

各
路
線
毎
の
整
備
概
要

人
愛
知
一
号
共
同
溝
V

一
般
国
道
一
号
は
、
名
古
屋
市
の
南
部
を
東
西
方

l 邇讓 第鰯回 i

璽
割
地
鱸
管
内
⑭

藁
同
溝
整
備
鑑
つ
い
て

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

道
路
管
理
課
長

加
藤

哲
司
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整

備

量

如

即

第

即

お

m

5

一元

向
に
通
過
す
る
路
線
で
あ
り
、
中
京
都
市
圏
と
関

り

度

.7
う
,

'ー
チ
リ
'

‐
メ
タ
ム
ー

l
‘

誇
年

東
･
関
西
方
面
を
連
絡
す
る
結
節
点
的
な
役
割
を
担

ご
◆“*45 46 47

表 1 事業費および整備量の推移
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卸

即
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則

P

D

P

D

O

D

O

百
既

L

Q

a

8

7

6

5

4

3

2

1

事

業

費

う
路
線
で
あ
る
。

当
路
線
の
共
同
溝
は
、
名
古
屋
環
状
二
号
線

(
一

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

般
国
道
三
〇
二
号
)
と
市
の
東
南
部
お
よ
び
西
南
部

で
交
差
す
る
箇
所
の
区
間
を
主
体
に
整
備
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
知
多
半
島
に
新
設
さ
れ
た
中
部

　

き

溌

ね

、
･＼&
“
＼
製

1号有松共同溝シールド掘削機



電
力
の
火
力
発
電
所
か
ら
の
超
高
圧
線
と
、
N
T

T
･
東
邦
ガ
ス
の
市
の
南
部
に
点
在
す
る
各
局
･
各

供
給
基
地
間
を
連
絡
す
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

共
同
溝
の
計
画
延
長
は
、
約
二
三
如
で
あ
り
平
成

元
年
度
ま
で
に
=

･
五
皿
が
完
成
し
、
引
続
き
参

加
企
業
者
の
計
画
に
合
わ
せ
る
べ
く
東
西
の
両
端
部

に
お
い
て
有
松
共
同
溝

(計
画
延
長
二
･0
如
)、
昭

和
⑩
共
同
溝

(二
･
九
虹
)
を
整
備
延
伸
す
る
方
針

で
あ
る
。

な
お
、
当
共
同
溝
路
線
の
東
南
部
は
二
車
線
道
路

で
あ
り
、
著
し
く
交
通
が
輻
輳
す
る
た
め
、
施
工
時

の
交
通
処
理
を
考
慮
し
て
、
有
松
共
同
溝
を
含
め
シ

ー
ル
ド
工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

人
愛
知
一
九
号
共
同
溝
V

一
般
国
道
一
九
号
は
市
内
で
の
一
号
と
の
分
岐
箇

所
を
起
点
と
し
、
長
野
県
に
至
る
主
要
幹
線
道
路
で

あ
り
、
中
京
都
市
圏
の
政
治
･
経
済
の
中
核
で
あ
る

名
古
屋
市
の
中
心
市
街
地
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る

大
動
脈
で
あ
る
。

当
路
線
の
共
同
溝
は
、
管
内
に
お
い
て
最
初
に
事

業
着
手
し
て
お
り
、
地
域
特
性
か
ら
多
数
の
公
益
事

業
者

(電
力
･
電
話
･
ガ
ス
･
上
水
道
)
の
中
心
基

地
間
を
連
絡
す
る
幹
線
を
収
容
し
て
い
る
。

共
同
溝
全
体
計
画
延
長
一
六
･
五
如
の
う
ち
、
現

在
ま
で
に
九
･
六
如
が
完
成
し
、
引
続
き
路
線
の
東
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図 2 19号桜共同溝標準断面図(S . 45 ~ 49施工)
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北
部
に
計
画
し
て
い
る
大
曽
根
共
同
溝

(
一
･五
師
)

に
つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
の
調
整
を
図
り

つ
つ
延
伸
す
る
も
の
で
あ
る
。

19号区画整理事業に伴う大曽根共同溝

人
愛
知
二
二
号
共
同
溝
V

一
般
国
道
二
二
号
は
、
中
区
の
一
九
号
と
の
分
岐

箇
所
を
起
点
と
し
、
岐
阜
市
に
至
る
路
線
で
日
平
均

約
八
万
台
の
交
通
量
が
あ
る
管
内
有
数
の
路
線
で
あ

ろ
↓。当
路
線
の
共
同
溝
は
、
市
の
西
北
部
を
外
周
す
る

名
古
屋
環
状
二
号
線

(
一
般
国
道
三
〇
二
号
)
に
計

画
さ
れ
て
い
る
公
益
施
設
を
市
の
中
心
部
に
接
続
す

る
た
め
に
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
電
力
、
電
話
を



主
体
に
一
部
市
の
中
心
部
付
近
で
は
ガ
ス
･
下
水
道

の
端
末
幹
線
も
収
容
し
て
い
る
。

共
同
溝
計
画
延
長
八
･
三
虹
の
う
ち
、
既
に
三
･

一
蹴
が
地
下
鉄
関
連
に
よ
り
完
成
し
、
残
る
区
間
に

つ
い
て
は
企
業
計
画
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
順
次
整

備
す
る
予
定
で
あ
る
。

＼ "ぎ雲量、 . ニコ ミミ

詠
唱濾過
訃母圓

図 3 一般国道22号丸の内共同溝(名古屋市中区)

人
愛
知
四
一
号
共
同
溝
V

一
般
国
道
四
一
号
は
、
名
古
屋
市
を
起
点
と
し
て

富
山
県
に
至
る
路
線
で
、
中
京
経
済
圏
と
北
陸
経
済

圏
を
緊
密
に
連
絡
し
、
中
部
圏
の
一
体
的
発
展
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
路
線
で
あ
り
、
名
古
屋
市
近

郊
に
お
い
て
は
都
心
部
と
名
古
屋
空
港
を
結
ぶ
空
港

線
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

当
路
線
に
は
、
都
市
高
速
道
路
･
街
路
拡
幅
等
の

関
連
事
業
が
集
中
し
、
事
業
実
施
に
伴
う
交
通
規
制

期
間
の
短
縮
、
事
業
相
互
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か

ら
、
関
連
事
業
と
併
せ
て
共
同
溝
も
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。

当
路
線
の
共
同
溝
は
、
電
力
･
電
話
･
ガ
ス
を
主

体
に
、
名
古
屋
市
と
四
一
号
沿
線
の
近
郊
市
町
村
を
.

連
絡
す
る
幹
線
施
設
を
収
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
計

画
延
長
一
四
･
四
如
の
う
ち
都
市
高
速
関
連
の
一
部

ミ
ミペ

=、纜、
し

飜圏歓鬮
図 4 一般国道41号清水共同溝 (名古屋市北区)

と
し
て
、
二

･
二
m
が
完
成
し
て
い
る
。

当
面
は
、
こ
の
都
市
高
速
関
連
部
の
共
同
溝
を
推

進
し
、
引
続
き
名
古
屋
環
状
二
号
線

(
一
般
国
道
三

〇
二
号
)
以
北
に
つ
い
て
、
高
規
格
幹
線
自
動
車
道

の
延
伸
計
画
お
よ
び
道
路
拡
幅
事
業
と
の
調
整
を
図

り
つ
つ
、
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

人
愛
知
三
〇
二
号
共
同
溝
V

一
般
国
道
三
〇
二
号
は
、
都
心
部
へ
の
交
通
集
中

4

を
緩
和
す
る
た
め
、
名
古
屋
都
心
を
中
心
に
半
径
約

6



上水道、電話

一
0
m
の
範
囲
で
市
の
外
周
を
一
巡
す
る
環
状
道
路

で
あ
り
、
一
般
部
と
自
動
車
専
用
部
を
持
つ
複
断
面

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
都
心
部
か
ら
放
射
状
に
伸
び

る
一
般
国
道
お
よ
び
都
市
高
速
道
路
等
と
連
絡
し
、

名
古
屋
都
市
圏
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
上
最
も図 5 一般国道302号東北部共同溝 (名古屋市守山区、名東区、春日井市)

重
要
な
路
線
で
あ
る
。

当
路
線
の
共
同
溝
は
、
電
力
と
上
水
道
を
主
体
に

一
部
下
水
道
、
電
話
の
郊
外
幹
線
を
収
容
し
て
都
心

部
の
共
同
溝
と
接
続
し
、
公
益
施
設
の
広
域
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

当
路
線
の
共
同
溝
は
、
海
上
部
を
除
く
全
線
の
約

五
二
畑
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら

西
部
地
区
の
富
田
･
大
治
共
同
溝
を
広
域
下
水
道
計

画
と
調
整
し
て
工
事
着
手
し
、
引
続
き
東
北
部
に
計

画
さ
れ
て
い
る
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
･亀
山
線
(平

成
四
年
度
供
用
目
標
)
の
延
伸
工
事
に
合
わ
せ
て
同

調
施
工
す
る
た
め
、
松
河
戸
･
守
山
･
猪
子
石
･
名

東
0
の
各
共
同
溝
約
九
如
の
整
備
を
急
い
で
い
る
。

現
在
ま
で
に
三
･
四
虹
の
共
同
溝
本
体
が
完
成
し
、

今
後
は
東
北
部
に
続
き
北
部
区
間
を
順
次
整
備
し
て

北
廻
り
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。

三

今
後
の
課
題

以
上
、
中
部
地
建
管
内
の
共
同
溝
事
業
に
つ
い
て

の
概
要
を
紹
介
し
た
が
、
今
後
事
業
を
効
率
的
に
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る

主
な
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ー

共
同
溝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

管
内
の
共
同
溝
は
、
名
古
屋
市
の
中
心
市
街
地
か

ら
手
が
け
て
お
り
、
現
在
は
都
心
部
か
ら
放
射
状
に

伸
び
る
一
般
国
道

(直
轄
国
道
の
み
)
に
つ
い
て
事

5

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
多
様
化
す
る
都
市
部
の

6

道
路
空
間
を
有
効
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
各
道

路
管
理
者
間
に
ま
た
が
る
共
同
溝
の
整
備
を
促
進
し
、

面
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

共
同
溝
管
理
体
制
の
充
実

共
同
溝
内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
各
種
公
益
施
設
は
、

都
市
の
社
会
･
経
済
活
動
の
基
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
公
益
施
設
の
安
全
性
を
確
保
し
、
安
定

し
た
供
給
を
図
る
た
め
、
監
視
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る

合
理
的
な
管
理
体
制
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

3

公
益
事
業
者
の
技
術
革
新
へ
の
対
応

昨
今
の
電
気
通
信
事
業
の
技
術
革
新
に
よ
り
、
共

同
溝
に
入
溝
す
る
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
条
数
は
年
々
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
従
来
の
一
企
業
一
洞
道
の
基

本
原
則
を
変
更
し
、
同
室
洞
道
の
採
用
等
、
柔
軟
な

姿
勢
で
共
同
溝
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

お
わ
り
に

管
内
の
共
同
溝
整
備
事
業
は
、
事
業
着
手
以
来
順

調
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
四
一
号
の
都
市
高
速
関

連
お
よ
び
三
〇
二
号
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
関

連
等
に
よ
り
、
第
一
○
次
五
箇
年
計
画
内
に
お
い
て

過
去
最
高
の
事
業
投
資
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
た
め
、
当
面
は
愛
知
共
同
溝
で
の
事
業
執
行

が
主
体
と
な
る
が
、
今
後
は
平
成
二
年
度
よ
り
新
規

に
事
業
化
さ
れ
た
静
岡
県
内
の
一
号
静
清
共
同
溝
、

共
同
溝
整
備
基
本
計
画
調
査
に
よ
り
、
計
画
策
定
さ

れ
て
い
る
愛
知
県
内
の
一
号
豊
橋
共
同
溝
お
よ
び
、

三
重
県
内
の
二
三
号
津
共
同
溝
等
、
地
方
都
市
に
お

い
て
も
社
会
的
要
請
の
強
い
箇
所
を
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
、
整
備
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

口
お
詫
び
と
訂
正
口

本
誌
六
月
号
に
お
い
て
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

m
頁
表
5
中
、

･
第
3
セ
ク
タ
ー
･
民
間
部
門
の
融
資
限
度
の
項
で

道
路
開
発
資
金
･
道
路
整
備
特
別
会
計
分

(誤
)
10
%
1
↓

(正
)
40
%

･
第
3
セ
ク
タ
ー
･
民
間
部
門
の
融
資
限
度
の
項
で

日
本
開
発
銀
行
分
の
三
大
都
市
圏
･
都
市
計
画
駐

車
場
140
台
以
上
の
も
の

(誤
)
10
%
1
↓

(正
)
40
%

"
頁
上
段
9
行
目

(誤
)
④
-
2

(正
)
嚼
--
･2
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月刊 r道路行政セミナー｣一
局路

男

、
道

春

省
テ
設

村

一
九
六
八
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
、
ア
メ

リ
カ
は
一
連
の
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
っ
て
人
類
初

の
月
着
陸
を
成
功
さ
せ
た
。
今
で
も
覚
え
て
い

る
が
白
の
宇
宙
服
に
身
を
か
た
め
た
飛
行
士
が
、

着
陸
船
の
梯
子
を
つ
た
っ
て
灰
色
の
月
面
に
降

り
立
ち
、
星
条
旗
を
掲
げ
た
英
姿
は
三
〇
万
キ

ロ
も
離
れ
た
我
々
の
テ
レ
ビ
に
カ
ラ
ー
で
実
況

放
映
さ
れ
た
。
人
類
の
科
学
の
力
が
こ
こ
ま
で

来
た
か
と
感
激
し
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
国
力

を
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
見
た
人
の
中
に

は
遠
い
宇
宙
か
ら
こ
ん
な
鮮
明
な
映
像
が
送
信

で
き
る
は
ず
は
な
い
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
あ
た
り
の

ス
タ
ジ
オ
で
イ
ン
チ
キ
芝
居
で
も
や
っ
て
い
る

の
で
は
、
と
勘
ぐ
る
向
き
も
あ
っ
た
と
か
。

当
時
の
新
聞
は
ア
ポ
ロ
ニ

号
の
月
面
滞
在

は
二
一
時
間
、
一
六
号
は
七
〇
時
間
、
一
七
号

は
七
五
時
間
も
月
面
車
な
ど
を
使
っ
て
各
種
の

実
験
を
し
た
と
報
じ
た
。
あ
の
狭
い
着
陸
船
の

中
で
ど
う
や
っ
て
寝
た
の
か
、
三
日
間
に
も
わ

た
る
食
事
や
生
理
的
現
象
は
ど
う
や
っ
て
処
理

し
た
の
か
心
配
す
る
人
達
も
い
た
。

と
こ
ろ
が
数
年
た
っ
て
、
立
花
隆
著

｢宇
宙

か
ら
の
帰
還
｣
と
い
う
本
を
読
ん
だ
ら
、
月
面

滞
在
の
一
番
長
か
っ
た
ア
ポ
ロ
一
七
号
で
も
月

面
に
は
二
時
間
四
〇
分
し
か
い
な
か
っ
た
と
あ

る
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
。
最
初
の
ア
ポ
ロ
-

-
号
で
は
僅
か
四
七
分
し
か
い
な
い
。
｢月
面
は

昼
は
灼
熱
、
夜
は
寒
冷
地
獄
で
、
宇
宙
船
は
月

時
間
の
夜
明
け
早
々
に
着
陸
し
て
午
前
中
の
早

い
時
間
に
月
面
を
飛
び
出
し
て
い
た
｣
の
で

あ
る
。

地
球
時
間
と
月
時
間
、
私
達
の
一
日
は
月
時

間
に
す
る
と
五
二
分
に
す
ぎ
な
い
そ
う
で
あ

る
。
月
時
間
の
一
日
は
地
球
時
間
の
二
七
日
に

あ
た
る
。
と
も
か
く
月
か
ら
見
る
と
地
球
は
す

ご
い
早
さ
で
昼
夜
を
く
り
返
し
な
が
ら
自
転
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
月
で
一
〇
日
過
ず

と
地
球
で
は
二
七
〇
日
を
暮
ら
し
た
こ
と
に
な

る
の
か
、
そ
れ
で
は
月
に
一
年
滞
在
す
れ
ば
地

球
時
間
で
何
年
に
な
る
の
か
、
今
ま
で
人
間
が

持
っ
て
い
た
日
出
か
ら
日
没
ま
で
を
サ
イ
ク
ル

と
す
る
時
間
の
観
念
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
む
ず
か
し
い
議
論
は
別
に
し
て
現

に
私
達
は
長
い
一
日
と
短
か
か
っ
た

一
日
を

日
々
体
験
し
て
い
る
。

今
、
地
球
上
で
は
米
ソ
両
大
国
の
対
立
が
緩

和
さ
れ
、
そ
の
分
、
宇
宙
開
発
競
争
が
き
び
し

8
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は

｢渋
滞
対
策
｣

の
予
定
で
す
p

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
五
月

一
一
日
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
は
ア
ポ
ロ
計
画
成
功
二
〇
周
年
記
念

の
演
説
で
、｢三
〇
年
あ
と
の
二
〇
一
九
年
に
は

有
人
の
火
星
探
査
を
実
現
し
た
い
｣と
語
っ
た
。

地
球
か
ら
火
星
ま
で
ど
の
位
の
時
間
が
か
か
る

か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
時
無
事
生
還
し
た
宇

宙
飛
行
士
は
浦
島
太
郎
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

そ
れ
と
も
宇
宙
の
彼
方
ま
で
地
球
時
間
を
引
き

ず
っ
て
行
く
の
か
、
遠
い
先
の
話
だ
が
興
味
は

つ
き
な
い
。

本
誌
の
発
行
元
、
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
は
こ

の
七
月
で
一
〇
周
年
を
迎
え
る
。
草
創
時
に
は

い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
先
人
の
創

造
力
と
行
動
力
に
は
感
服
し
て
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
地
球
時
間
の
一
〇
年
は
長
い
よ
う
で
短

い
。

(亀
)




